STEP 

g 


電話機や FAX を使い 

ましよ5 [ISDN] 


本製品の TEL ポートに接続した電話機や FAX は、そ 
のままでも使えますが、本製品に搭載されている各 
種機能を使うためには、設定を行う必要があります。 




アナログ機能の設定ページを開く 


本製品に接続した電話機や FAX は、すぐに使えます。 

さらに、設定を行うと、本製品に搭_されている便利な機能を使いこなすことができます。 

※本製品で電話機や FAX を使用する機能のことを「アナログ機能」と呼びます。 

※丁巳しポートに接続した電話機、 FAX 、 モデム/ FAX 機能付き電話などの機器のことをまとめて「アナログ機器」 
と呼びます。 


本製品の設定ページを開きます。 

^「 I 受定ページを開きます」 〈 P .43> 


2 


メニューの[詳細設定]をクリックします。 


IV1ISI1 3B S0H40 

旧 3 

IB3 

MN128-SOHO- 
Ver. 1 .30 

—詳II設定へ 


クイック設定 
ブロードバンドで接続 


画面左側に詳細設定のメニューが開きます。 



3 メニューから[アナログ設定]をクリックしま 
す。 

[アナログ設定]の文字の下に、項目名が表示 
されます。 



T A 設 , IF , 



[フテ□グ設定 



_ボートごと 
-ボート共通 
-ダイヤルイン 



► PC カード5殳定 



4 項目名をクリックすると、各設定画面が表示さ 
れます。 

(例）[ポートごと]をクリックした場合 



^^Point! 

♦アナログ機能の設定は、電話機や RS -232 C シリアルポートのパソコンからも行えます 

アナログ機能の設定は設定ページから行えますが、それ以外にも設定する方法があります。 

• 設定コード 

TEL ポートに接続した電話機から、本製品で決められた「設定コード」のボタンを押します。ただし、設 
定できる機能は一部のみです。 

• AT コマンド 

RS -232 C シリアルポートに接続したパソコンから、八イパーターミナルなどのターミナルソフトを使って 
設定します。 

設定コード、 AT コマンドについては、リファレンス•ハンドブック （ PDF ファイル）で解説しています。 
MN 128- S 0 H 0 ホームページ 〈 P .162〉 からダウン□—ドして参照してください。 
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TEL ポートに接続した機器の種類を指定する方法について解説します。 


設定ページの[アナ□グ設定（ポートごと）] 
画面を開きます。 

アナログ機器を接続しているポートを確認しま 
す。 

そのポートの[ポート接続機器]から、該当す 
る項目を選びます。 

電話：電話機を接続しているとき 
モデム/ FAX 機能付電話：モデム、または 
FAX 機能がついた電話機を接続しているとき 
(出荷時の設定です。） 

ファクシミリ： FAX を接続しているとき 
サイレント FAX 1:無鳴動着信対応の FAX を接 
続している場合で、相手先が ISDN 回線を通じ 
て FAX を送信してきたときのみ呼び出し音を 
無音にしたいとき 

サイレント FAX2 :無鳴動着信対応の FAX を接 
続している場合で、常に呼び出し音を無音にし 
たいとき 


※ナンバー • ディスプレイに対応した電話機 
(またはアダプタ）を使用するときは、さら 
に[ナンパー•ディスプレイ機能]で「使用 
する]を選んでください。 

^ 「ナンパー ♦ ディスプレイ/キヤツチホ 
ン • ディスプレイ/ネーム • デイスプレ 
イ対応電話機を使用するときは」 
<P.94> 


[設定]ポタンをクリックします。 


ダイヤル終了/)ろ? was での待ち時タイマ ）‘ 

発馆者番号 
発信者番号舰 
内_〇出し音 


モ f ム /FAxsentB ザ 


ダイヤル终了か e 発 f * i での待51 


jPoint ! 


♦停電時の使用について 

停電時には、 TEL ポート1だけが乾電池によってバックアップされます。電話機など、停電時にも使いたいア 
ナ□グ機器は、 TEL ポ ー ト1につないでください。 

隊「停電時に使えるようにする」 <P.32> 


TEL ポートの機器を指定する 


9 


霞話機や FAX を使いましよう 
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INS ネット 64 付加サービス（有料） 


ナンバー•ディスプレイ/キヤツチホン • ディスプレイ/ 

ネーム • ディスプレイ対応電話機を使用するときは 


本製品に以下のサービスに対応した電話機（またはアダプタ）を接続して利用することができます。 

籲ナンパ'— • ディスプレイ 

電話機のディスプレイに、相手の電話番号（発信電話番号）などが表示されます。 

籲キャッチホン • ディスプレイ 

通話中に別の相手から着信があった場合、電話をかけてきた相手の電話番号（発信電話番号）などが電 
話機のディスプレイに表示されます。 

※ナンバー•ディスプレイ、キャッチホン•ディスプレイで表示できる内容は、次のとおりです。 

相手の電話番号（発信電話番号）：相手が電話番号を通知して電話をかけてきた場合、相手の通知する 
電話番号が表示されます。内線電話のときは「0」と表示されます。 

発信電話番号非通知理由：ナンバー • ディスプレイを非通知理由ありで契約している場合、相手の電話 
番号が非通知だったなど、何らかの理由で発信電話番号を取得できないときはその理由が表示されます。 

•ネーム • ディスプレイ 

本製品の TEL ポートに接続した電話機に、かかってきた相手先のネーム • ディスプレイ情報を表示する 
ことができます。 

※かけてくる相手も、ネーム•ディスプレイ情報を登録している必要があります。登録していない場合 
はネーム • ディスプレイ情報は表示されません。 


※使用する電話機の機種によっては、表示される内容が異なることがあります。また、内容が正しく表示されな 
いことがあります。 


Iqqqp 


INS ナンパー•ディスプレイ（有料） 

+オプションサービス 「 INS キャッチホン•ディスプレイ」（有料) 
+オプションサービス 「 INS ネーム•ディスプレイ」（有料） 


※问丁丁との契約が必要です。ただし、相手が ISDN 回線、携帯電話および PHS から電話をかけてくる場合は、契約しな 
くても利用できます。サービスの内容について詳しくは、最寄りの NTT までお問い合わせください。 


1設定ページの[アナログ設定（ポートごと）] 
I 画面を開きます。 


2 INS ナンパー • ディスプレイ/キヤツチホン • 
ディスプレイ/に対応した電話機（またはアダ 
プタ）をつないでいるポートの[ポート接続機 
器]で、該当する項目を選びます。 



ダイヤル》了わら髡での待初和 i(«ra タイマ〉厂秒 
発 f 囂者® 号 kiii ►回!* 



3 [ INS ナンパー • ディスプレイ/オプション機 
能]で次の中から選びます。 

使用しない：ナンパー • ディスプレイ、キャッ 
チホン • ディスプレイ、ネ_ム • ディスプレイ 
を使用しないときに選びます。 

ナンバー•ディスプレイのみ使用する：ナンバー¬ 
ディスプレイだけを使用するときに選びます。 
キャッチホン • ディスプレイを使用する：ナン 
パー•ディスプレイとキャッチホン • デイスプ 
レイの両方を使用するときに選びます。 


ネーム • ディスプレイを使用する：ナンバー- 
ディスプレイ、 キャッチホン•ディスプレイ、 
ネーム • ディスプレイを使用するときに選び 
ます。 


し:'^£ back 

ポート培结越！！ 

「年 tA/FAX 糊 罾 S vl 

I IN けンノト■デイスブレイ/オブシヨン機能 

|ネーム•ディスブレイを «用す S v|| 


[設定]ポタンをクリックします。 

※キャッチホン • ディスプレイを使用するとき 
は、「擬似キャッチホン（マルチアンサー)」ま 
たは「キャッチホン（コールウェイティング)」 
の設定が必要です。 

ぽ「通話中に他の電話を受けられます（擬似 
キャッチホン)」 < P .107> 

^ 「キャッチホン（コールウェイティング） 
を利用する」 < P .124> 
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^^Point! 

◊制限事項 

• ナンバー • ディスプレイ/キャッチホン • ディスプレイ/ネーム • ディスプレイに対応していない電話機 
(またはアダプタ）をつないでいる場合は、これらの機能を使用する設定にしないでください。誤動作する 
ことがあります。 

• ナンパー • ディスプレイ/キャッチホン • ディスプレイ/ネーム • ディスプレイ対応電話機を1台使う場合 
は、 TEL ポート1につないでください。 

• ナンバー • ディスプレイ/キャッチホン • ディスプレイ/ネーム • ディスプレイの機能を使用する場合、 
相手側からの呼び出しから実際に自分側の呼び出し音が鳴るまでに、しばらく時間がかかります。 

• 使用する電話機（またはアダプタ）の機種によっては、発信電話番号や発信電話番号非通知理由が正しく 
表示されないことがあります。 

«ナンバー•ディスプレイ対応 FAX をお使いの場合は、次のような制限があります。 

• こちらから発信しても、相手先の機器によっては接続できないことがあります。 

• 擬似キャッチホン（マルチアンサー）またはキャッチホン（コールウェイティング）を利用できる設定 
にしている場合は、 FAX 通信中に着信があると、呼び出され、正しく通信できなくなることがあります。 



電話機や FAX を使いましよう 
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INS ネット 64 付加サービス（有料） 


L モード対応電話機を使用するときは 


本製品に L モードに対応した電話機を接続すると、電話機のディスプレイに自動的に L メールの到着の有無 
などが表示されます。 

L モードに対応電話機を1台使う場合は、 TEL ポート1につないでください。 


网 


L モードサービス （有料） 

発信者番号通知サービス（無料） 

※问丁丁との契約が必要です。サービスの内容について詳しくは、最寄りの NTT までお問い合わせください。 


設定ページの[アナログ設定（ダイヤルイン)]画面を開きます。 


2 L モードに対応した電話機を利用する契約者回線番号（ダイヤルインサービスを契約している場合は、ダイ 
ヤルイン登録番号）の [ L モードメッセージ到着お知らせ機能]を設定します。使用するポートを選択しま 
す0 



| bad . 


登録番号 

103-0000-1111 


着信ポート 

|すべてのボートに菪信 


優先着信時間 

[〇 


着信転送 

転送しな 0 V 


着信転送番号 1 TI ■ 

| L モードメッセージ到着お知らせ機能 

1ポート 1 で•使用 



3 


[設定]ボタンをクリックします。 


以降、 L メールが到着したときなどに、電話機のディスプレイに自動的にその情報が表示されます。 

なお、情報の検索など L モードの各種サービスを利用するときは、発信者番号を通知する必要があります。 
^ 「相手に電話番号を通知する/通知しないを設定できます」 < P . l 17) 


A 注意 

L モードの契約回線1回線に対して L モードに対応した電話機を2台つないでいる場合、片方の電話機で 
受信した L メールは、もう一方の電話機では受信できません。 


^^Point! 

◊制限事項 

參 L モードに対応していない電話機をつないでいる場合は、 L モードメッセージ到着お知らせ機能の設定を 
[使用しない]に設定してくださし)。誤動作することがあります。 

春 L モードに対応した電話機を1台使う場合は、 TEL ポート1につないでください。 

拳使用する電話機の機種によっては、 L メールの到着の有無などの情報が正しく表示されないことがあります。 


96 









電話をかける/受ける 


9 


霞話機や FAX を使いましよう 
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^^Point! 

◊電^ 5 をかけられないときは 

電話機に切り替えスイッチがあるときは、「 I ン」または 「PB (プッシュボタン)」に設定してください。 

◊サブアドレスのある電話番号に電話をかけるには 
サブアドレスの前に [*] ボタンを押してダイヤルします。 

例）電話番号： 03-0000-1234 サブアドレス： 01にかけるとき—「0300001234*01」とダイヤル 

◊ 「110」「119」 ri 71 (災害用伝言ダイヤル)」「118 (海上の事件•事故の急報)」に電話をかけるときは 

電話番号をダイヤルすると、 [#] ボタンを押さなくても、すぐに発信します。 

◊ダイヤルしてから発信するまでの時間を設定するには 

ぼ「ダイヤル終了から発信までの待ち時間を設定するには」 < P .103> 
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内線電話をかけるには 


9 


霞話機や FAX を使いましよう 
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本製品につながつた他の電話機に転送できます 
(内線転送） 


通話している外線電話を、本製品のもう一方の TEL ポートにつないだアナログ機器へ内線転送できます。 


相手が応答する前に転送するとき 相手が応答した後に転送するとき 


I 通話中にフックを1回押します。（隊「フック 
I 操作について」 <P.99> ) 


I 通話中にフックを1回押します。（咳 3 「フック 
I 操作について」 〈P.99> ) 


“プツプツプツ”と聞こえます。 

※外線電話に戻りたいときは■■プップップッ"と 
聞こえている間にフックを押してください。 


"プツプツプツ"と聞こえます。 

※外線電話に戻りたいときは“プップップッ”と 
聞こえている間にフックを押してください。 




2 " プップップッ”と聞こえている間に、 [0] 
ポタンを押します。 

内線呼び出し音が聞こえます。 

相手側には、“ププッププッ”という保留音が 
聞こえます。 



2 " プップップッ”と聞こえている間に、 [0] 
ポタンを押します。 

内線呼び出し音が聞こえます。 

相手側には、"ププッププッ”という保留音が 
聞こえます。 



〇相手が応答する前に、受話器を置きます。 

相手が応答すると、相手と外線電話との通話に 
なります。 

※受話器を置いた後は、外線電話に戻ることはで 
きません。 

※転送する相手が7◦秒以上応答しない場合、外 
線電話は切れます。 


3 相手が応答したら、電話を転送することを伝え 
て、受話器を置きます。 

転送する相手が話中のときは、フックを押して 
ください。外線電話に戻ります。 

※転送する相手が先に電話を切ったときは話中音 
が聞こえます。話中音が聞こえている間にフッ 
クを押してください。外線電話に戻ります。 


^^Point! 

◊制限事項 

フレックスホンの三者通話 〈P.126〉 や通信中転送 〈P.129〉 を利用する設定にしているときは、内線転送で 
ぎません。 

◊外線電話に戻りたいとき 

「相手が応答する前に転送するとき」の手順1、および「相手が応答した後に転送するとき」の手順1と3で、 
フックを押す代わりに受話器を置くと、内線呼び出し音が鳴ります。受話器を上げると外線電話に戻ります。 

◊FAX を電話機で受けてしまつたときは 

受話器を上げると、"ピー”という FAX 送信の機械音が聞こえることがあります。この場合、「相手が応答する 
前に転送するとき」の手順にしたがって、他の TEL ポートにつないでいる FAX に内線転送することができます。 
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契約者回線番号（タイヤルインサービスの契約しているときは契約者回線番号とタイヤルイン番号）を登 
録します。 

登録しておくと、登録した番号ごとに、電話の受け方などを決めることができます。また、本製品のさま 
ざまな機能を使う際に必要です。 

登録方法は、ダイヤルインサービスの契約のあり/なし、（さらにダイヤルインのグローバル着信のあり/な 
し）によって異なります。 

※グローノ（ル着信のあり/なしは、ダイヤルインサービスの契約時に選択します。 

通常はグローバル着信ありで契約することをお勧めします。 

※ダイヤルインサービス、グローバル着信について詳しくは、最寄りの NTT までお問い合わせください。 

ダイヤルイン契約をしていないとき 

1[アナログ設定]—[ポート共通]をクリックして、[アナログ設定（ポート共通）画面]を開きます。 


2 契約者回線番号にかかってきた電話を着信したい場合は、グローバル着信にしておく必要があります。[ポ 
—卜共通]の[グローバル着信]が「する」になっていることを確認します。（購入時の設定です。） 



内線の直接発信 〇しない〇する 


〇 [設定]ボタンをクリックします。 


4 メニューから[アナ□グ設定]—[ダイヤルイン]をクリックして、[アナログ設定（ダイヤルイン)]画 
面を開きます。 


5 「ダイヤルイン登録番号〇(契約者回線番号)」の[登録番号]に、契約した「契約者回線番号」を入力し 
ます。 



着信ボート Iすべてのボ-卜に盖信 

優先着信時間 0¢ 


P [設定]ボタンをクリックします。 


電話番号を登録しましよう 


9 


霞話機や FAX を使いましよう 
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ダイヤルインをグローバル着信ありで契約したとき ダイヤルインをグローバル着信なしで契約したとき 


1[アナログ設定]—[ポート共通]をクリック 
I して、[アナログ設定（ポート共通)]画面を開 
きます。 


1[アナログ設定]—[ダイヤルイン]をクリツ 
I クして、[アナ□グ設定（ダイヤルイン)]画面 
を開きます。 


2 契約者回線番号にかかってきた電話を着信させ 
たい場合は、[ポート共通]の[グローバル着 
信]を「する」にします。（購入時の設定です。） 



1グローバル着信 

〇しない 

©する 1 

内線の直接発信 

〇しない 

©する 


〇 [設定]ボタンをクリックします。 


4 [アナログ設定]—[ダイヤルイン]をクリツ 
クして、[アナ□グ設定（ダイヤルイン)]画面 
を開ぎます。 


5 「ダイヤルイン登録番号0 (契約者回線番号)」 
の[登録番号]に契約者回線番号を入力します。 

jg _ back ] 

[ 登録番号 |03-0000-1111| っ 1 


優先着信時間 


着信転送 

_しなぃ V 

着信転送番号 

1 1 

L モードメッセージ到着お知らせ機能 

1使用し ない V 

[ボート 1] 


サブアドレス 

1 陶 


2 [ダイヤルイン登録番号 1] 〜[ダイヤルイン 
登録番号 3] の「登録番号]に、契約者回線番 
号とダイヤルイン番号を入力します。 

※[ダイヤルイン登録番号0 (契約者回線番号)] 
には入力しないでください。 


[03-0000-2222 


優先着信時間 
着信転送 
着信転送番号 

L モードメッセージ到着お知らせ機能 

[ポート 1] 



[03-0000-3333 


有下一卜 

僵先着信時間 


[7K-h2(Ca(S 

0 ¢ 


3 


[設定]ポタンをクリックします。 


6 [ダイヤルイン登録番号 1] 〜[ダイヤルイン 
登録番号 3] の[登録番号]に、ダイヤルイン 
番号を入力します。 


7 


[設定]ボタンをクリックします。 
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[#][*] ポタンの機能を変えることができます。 
購入時は、次のように設定されています。必要応じ 
て変更してください。 

[#] :ダイヤル終了後すぐに発信したいときに押す 
[*] :サブアドレスをダイヤルする前に押す 


1[アナログ設定]—[ポートごと]をクリック 
I し、[アナログ設定（ポートごと)]画面を開き 
ます。 


2 アナログ機器を接続しているポートを確認しま 
す。そのポートの[機能ボタン]で、！:#] [*] 
ポタンにどのような機能を持たせるか、次の中 
から選びます。 

なし：機能を持たせません。数字ボタンと同じ 
扱いになります。 

サブアドレス：サブアドレスをダイヤルする前 
に押すボタンにします。 

発信開始：ダイヤル終了後、すぐに発信したい 
ときに押すボタンにします。 


ポー ト接続機器 1"€ "デム/ FAXIffiSgft 電話 v 

INS^-V/ く 一■ディスブレイ/オブシヨン機能 | 使用しない 

ダイヤル終了から発信までの待ち時間(桁間タイマ）_ 

発信者番号 契！^者回線番号0•ナンパ-> V / 

発信者番号通知 INTT との契約によ 5 v 



〇 [設定]ポタンをクリックします。 


ダイヤルを終了してから発信するまでの待ち時間を 
変えることができます。 

購入時は5秒に設定されています。必要に応じて変 
更してください。 


1[アナ□グ設定]—[ポートごと]をクリック 
I し、[アナログ設定（ポートごと)]画面を開き 
ます。 


2 アナログ機器を接続しているポートを確認し、 
そのポートの[ダイヤル終了から発信までの f 寺 
ち時間（桁間タイマ)]に時間を入力します。 

※3〜50秒の間で設定できます。 



〇 [設定]ボタンをクリックします。 


ダイヤル終了から発信までの待ち時間を設定するには 


[#][*] ボタンの機能を設定するには 


鼋話のかけ方を詳しく設定しましよう 


9 


霞話機や FAX を使いましよう 
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ダイヤルイン登録番号ごとに着信ポートを設定する 


ダイヤルイン登録番号◦〜3について、鼋話を受けるポートを設定できます。 


1[アナログ設定]—[ダイヤルイン]をクリツ 
I クして、[アナログ設定（ダイヤルイン)]画面 
を開ぎます。 


2 番号を登録した[ダイヤルイン登録番号]の 
[着信ポート]で、次の中から選びます。 

どのポ _ 卜にも着信しない：どのポ _ 卜にも着 
信しません。 

ポ _ 卜1に着信：ポ _ 卜1にのみ着信し、ポ _ 
卜2には着信しません。 

ポート2に着信：ポート2にのみ着信し、ポー 
卜1には着信しません。 

すべての ポー トに着信：すべての ポー トに着信 
します。（購入時の設定です。） 

空きポートに着信（ポート1優先）：ポート1 
に優先的に着信し、時間差をつけてポート2に 
も着信します（ポート1の呼び出しも続きま 
す)。時間差は[優先着信時間]で設定します。 
…① 

空きポートに着信（ポート2優先）：ポート2 
に優先的に着信し、時間差をつけてポート1に 
も着信します（ポート2の呼び出しも続きま 
す)。時間差は[優先着信時間]で設定します。 
…② 


3 手順2で①または②を選んだ場合、[優先着 
信時間]で、ポート 1 とポート 2 の着信の時間 
差を入力します。値は次の中から選びます。 

0、5、10、15、2 〇、 25、3 〇、 35、4〇、 
45、50、55、60、75、90、105、120、 
135、150、165 (単位：秒） 

※購入時は◦秒に設定されています。0秒に設 
定すると、着信可能なポートにのみ着信しま 
す。すべてのポートが空いているとき 
は、①を選んだ場合はポート1のみ、②を 
選んだ場合はポート2にのみ着信します。 


back 

登錄番号 


着信ポート _きポ-卜(こ菪信(ポ -M 優先） 



着信転送 転送しない v 


4 


[設定]ポタンをクリックします。 



着信幸谜番号 

L モードメッセージ到着お知らせ機能 


[ポー M ] 


サブアドレス 

1-: 

外線呼び出し音 

丨呼 U 出し音 1 v | 


話中着信 ©しない〇する 



back 

普钱番号 
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電話の呼び出し音を変更する 


本製品では、ダイヤルイン登録番号〇〜3のそれぞれについて、外線が着信したときの呼び出し音を 
設定することができます。 


外線が着信したときの呼び出し音を設定します 


■I 詳細設定ページの[アナ□グ設定]—[ダ Q [設定]ポタンをクリックします。 
Iイヤルイン]をクリックし、[アナログ設 ^ 

定（ダイヤ J レイン)]画面を開きます。 . 



2 番号を登録した[ダイヤルイン登録番号] 
の、設定したいポートの[外線呼び出し音] 
で、呼び出し音の種類を選択します。 

呼び出し音1:"リーン•リーン” 

(導入時の設定） 

呼び出し音2 :"リーンリン.リーンリン" 
呼び出し音3 :"リンリンリン•リンリンリン” 
無鳴動：呼び出し音が鳴りません 




電話機や FAX を使いましよう 
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電話の音量を調節できます 


相手の受話器に聞こえる音量と、自分側の受話器の音量を調節できます。通話しながら調節することも、 
あらかじめ調節しておくこともできます。 


相手の受話器に送る音量を調節するとき 受話器の音量を調節するとき 


1[アナログ設定]—[ポートごと]をクリック 
I し、[アナログ設定（ポートごと)]画面を開き 
ます。 


1[アナログ設定]—[ポートごと]をクリック 
I し、[アナログ設定（ポートごと)]画面を開き 
ます。 


2 音量を変えたいポートの[送話音量]を設定し 
ます。次の5段階から選びます。 

ボリューム1(最小） 

ボリューム2 (小） 

ボリューム3 (標準）：購入時の設定です。 
ボリューム4 ( 太） 

ボリューム5 (最大） 


2 音量を変えたいポートの[受話音量]を設定し 
ます。次の5段階から選びます。 

ボリューム1(最小） 

ボリューム2 (小） 

ボリューム3 (標準）：購入時の設定です。 
ボリューム4 ( 大） 

ボリューム5 (最大） 


ポート接続機器 

INS ナ'力卜•デイスブレイ/オブシヨン機能 


[3 デム/ fax « 能 (ft 話 
用 WS ぃ 


«イヤル终了か e M '■本での待ち時 p 出，■セイマ） [T 飞小 

発信者番号通知 [NTTt®8«C<t5 v| 


ビ h.J ユ 、 


I送話音量 



ポート接研》« 

INS^-V； いデパ- fl .ィ/オプシ 3 ン》» 




3 


[設定]ポタンをクリックします。 


3 


[設定]ボタンをクリックします。 
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通話中に他の電話がかかってきたときに、その電話を受けることができます。この機能を、本製品では 
「マルチアンサー」と呼びます。 INS ネット64のフレックスホンのキャッチホン（コールウェイティング) 
と同じような機能です。 

マルチアンサー（擬似キャッチホン）を設定しましよう 


[アナログ設定]—[ポート共通]をクリック 
し、[アナログ設定（ポート共通)]画面を開き 
ます。 

[擬似フレックスホン]の[マルチアンサー] 
で「する」を選びます。 


マルチァンサー 
通話中発信 


〇 Ui い j 座る 
©しない〇する 


[設定]ボタンをクリックします。 


[着信ポート]を設定します。 

マルチアンサー機能を利用するポートに着信で 
きるように選んでください。 

「ダイヤルイン登録番号ごとに着信ポ_卜を設 
定する」 <P.104> 


登雛号 
「着信ホ-卜 
優先着信時間 


1すべての术一卜に著 f 言 

0 秒 


[設定]ボタンをクリックします。 


クして、[アナログ設定（ダイヤルイン)]画面 
を開ぎます。 

番号を登録した[ダイヤルイン登録番号]の 
ポート1またはポート2で、[話中着信]を「す 
る」にします。 

マルチアンサー機能を使わないダイヤルイン登 
録番号やポートでは、「しない」を選びます。 


外線呼び出し音 
r 話中着信 

サフアドレスクローハル 看信 
[ポート 2] 

サブアドレス 
外線呼び出し音 
f 話中着 


〇手 U 出し音1 v 

〇 UiU 险ドる 
©しない or る 


呼 U 出し音1 v 
©しない〇する 


JPoint ! 


◊制限事項 

• この機能を使用する設定にしているときは、フレックスホンサービスのキャッチホン（コールウェイティン 
グ)、三者通話、通信中転送を利用できません。 

• この機能を利用する TEL ポートには電話機をつなぎ、「アナログ設定（ポートごと)」画面の[ポート接続機 
器]で「電話」または「モデム/ FAX 機能付電話」を選んでください。「ファクシミリ」では、この機能を 
利用でぎません。 

◊手順6で「空きポートに着信（ポート1優先)」または「空きポートに着信（ポート2優先)」を選んだとき 

まず優先ポートが呼び出されます（通話中には話中着信します)。指定した時間が経過すると、もう一方のポー 
卜が呼び出されます。 

もう一方のポートも使用中のときは、優先ポートの呼び出しのみが続きます。 


通話中に他の電話を受けられます(擬似キャッチホン) 


9 


霞話機や FAX を使いましよう 
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擬似キャッチホンの使い方 


外線と通話中にかかってきたとき 


内線通話中にかかつてきたとき 



2 フックを1回押します。（瞭「フック操作につ 
いて」 〈P_99> ) 

押すと同時に、他の電話の相手と通話できるよ 
うになります。 

それまで通話していた相手には、“ププッププ 
ッ”という保留音が聞こえます。 



2 どちらかの電話機で、フックを1回押します。 
(i® 3 「フック操作について」 〈P.99> ) 


押すと同時に、外線電話の相手と通話できるよ 
うになります。 

通話中だった内線は切れます。 



3 元の相手に戻りたいときは、フックを1回押し 
ます。 

受話器から"プップップッ”と聞こえ、数秒後 
に元の相手と通話できるようになります。 



※“プップップッ"という音が聞こえている最 
中に [0] ボタンを押すと、本製品の他のポ 
—卜につないだ電話機に転送できます（内線 
転送）。隊 <P. 1 00) 


^^Point! 

◊制限事項 

• 1つの TEL ポートでこの操作を行っている間は、 
もう一方の TEL ポートで電話をかけたり受けた 
りすることはできません。 

• 内線通話中にかかってきた電話を受けられるの 
は、保留されている外線がないときだけです。 
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通話中、他の相手に電話をかける（通話中発信） 


NTT と契約していなくても、 INS ネット64のフレックスホンの、三者通話（切り替えモードのみ） 
と同じような機能を使用することができます。 

通話中、通話相手を保留にして、他の相手に電話をかけることができます。 

この機能を「通話中発信」または「擬似三者通話」と呼びます。 


^注意 

• この機能は、電話以外のアナ□グ機器では使用できません。 

• この機能を使用する設定にすると、内線転送できなくなります。 

• この機能を使用する設定にするとフレックスホンサービスのキャッチホン（コールウェイ 
ティング)、三者通話、通信中転送を利用できません。 


通話中発信（擬似三者通話）を設定します 


詳細設定ページの[アナログ設定]— 
[ポート共通]をクリックし、[アナ□グ 
設定（ポート共通)]画面を表示させます。 


♦TE1 •ボートの各ポート共通のノ行メ ー$? を設定します。 


I 行メ ーS を入力•修正して殷定]ポタンをクリックして说汍、。 


3 


[設定]ボタンをクリックします。 

これで設定は完了です。 

通話中発信の操作手順は、次のページを 
お読みください。 


2 


[擬似フレックスホン]の[通話中発信] 
で「する」を選択します。 


〇しなぃ[吨る 


©U5i' 〇する 



電話機や FAX を使いましよう 
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通話中発信（擬似三者通話）をしてみましょう 


通話中に、フックを1回押します。 

受話器から‘‘プップップッ”と聞こえます。 


2 “ プップップッ” と聞こえている間に、別 
の相手の電話番号をダイヤルします。 

元の相手との通話は保留されます。保留さ 
れている相手側には、"ププッププッ”と 
いう保留音が聞こえます。 

※別の相手の電話番号を間違えたとき、話 
し中などで相手が応答しないときは、一 
度受話器を置いてください。呼び出し音 
が鳴ります。受話器をとると、元の相手 
との通話に戻ります。 



4 通話を終了したいときは、受話器を置きま 
す。 

通話していた相手との通話が切れ、呼び出 
し音が鳴ります。 



5 受話器を上げると、保留されていた相手と 
の通話に戻ります。 



6 もう一度受話器を置くと、通話が終了しま 
す。 


3 元の相手に戻りたいときは、フックを1回 
押します。 

受話器から“プップップッ”と聞こえ、数 
秒後に元の相手と通話できるようになりま 
す。 

もう片方の相手との通話は保留されます。 



^^Point! 

〇1つの TEL ポートでこの操作を行っている間は、他の TEL ポートで電話をかけたり受けたりする 
ことはできません。 
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back 

登雛号 

|03-0000-2222 

着信ボート 

|すべて ¢0 ポートに菪 ff 

優先着信時間 

[〇 

着信転送 

v 

1着信転送番号 

[03-0000-9999 II 


[設定]ポタンをクリックします。 

設定中は、本体前面の DATA/ 着信転送ランプ 
が点滅します。 


[アナログ設定]—[ポート共通]をクリック 
して、[アナログ設定（ポート共通)]画面を開 
ぎます。 


5 


2 


[擬似フレックスホン]の[擬似着信転送]で 
[する]を選択します。 


マルチアンサー 


© L / J い〇する 


|擬似着信転送 

OL / J ぃ i®[T る 1 


グローバル着信 

0 L / J い©する 


6 


3 

4 


[設定]ポタンをクリックします。 


[アナ□グ設定]—[ダイヤルイン]をクリツ 
クして、[アナログ設定（ダイヤルイン)]画面 
を開ぎます。 


7 


番号を登録した[ダイヤルイン登録番号〇〜 3] 
の[着信転送]で転送するかどうか選択します。 


l « rajgjg = iW；；iKil 

back 

登錄番号 

|03-0000-2222 

着信 ボー ト 

すべてのボートに菪 ft 

優先着信時間 


|着信転送 

[ 転送する V | 

着信転送番号 


[着信転送番号]に転送先の電話番号を入力し 
ます。 

※サブアドレス付きの電話番号は、設定できま 
せん 


^^Point! 

◊制限事項 

• この機能を使用する設定にしているときは、フレックスホンの着信転送を利用できません。 

• サブアドレスが設定されている電話番号には、転送できません。 

• アナログ通信またはデータ通信で1つの巳チャンネルを使用中に、着信転送の設定をしている番号に電話が 
かかってきたときは、着信転送できません。相手先には話中音が聞こえます。転送している間は、他の TEL 
ポートで電話をかけたり受けたりすることはできません。また、データ通信もできません。 

• 転送先につながらないときでも、電話をかけてきた相手には、通話料金がかかります。 


かかつてきた電話を転送できます(擬似着信転送) 


かかってきた電話を、あらかじめ登録しておいた転送先へ自動的に転送できます。 INS ネット64のフレッ 
クスホンの着信転送と同じような機能です。 



電話機や FAX を使いましよう 
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電話機と FAX を区別する番号を付けられます(サブアドレス) 


サブアドレスとは、1つの ISDN 回線に複数の機器が接続されている場合に、それらを区別するために自由 
に付けることのできる番号のことです。サブアドレスを利用すれば、電話と FAX を区別して呼び出すこと 
がでぎます。 

※サブアドレスを指定してダイヤルできるのは、 ISDN 回線に接続されている一部の通信機器だけです。一般電話 
回線（アナログ回線）の利用者は、サブアドレスを指定してダイヤルすることはできません。 


次のように電話機と FAX を区別する場合の設定 


03-0000-2222 
氺01 


03-0000-2222 
氺02 



「03-0000-2222*01」でかかってきたときはポート1の電話機に着信 
「03-0000-2222*02」でかかってきたときはポート2の FAX に着信 


1[アナログ設定]—[ダイヤルイン]をクリツ 
I クして、[アナログ設定（ダイヤルイン)]画面 
を開ぎます。 


2 契約者回線番号とダイヤルイン番号を登録しま 
す。 

眩 3 「電話番号を登録しましよう」 <P . 101> 


3 ポート1、ポート2の[サブアドレス]に、各 
ポートで登録したいサブアドレスを入力しま 
す。 

Lt 一卜 7 ツーン應 VOWJOT2 俄蛇 I 使用い _ Y,j 


[ボート 1] 

|サブアドレス 01 I 

話中着信 

® Ui い〇する 

サブアドレスグロー/りし着信 

© Us い〇する 

[ポート 2] 

|サブアドレス 

- i|N | 

話中着信 

〇する 


4 [着信ポート]で、「すべてのポートに着信」 
を選びます。 



登織号 

)03-0000-2222 

|着信ポート 

|すべてのポートに菪信 1 

優先着信時間 

1〇秒 


5 [サブアドレスグローバル着信]で、サブアド 
レスグローバル着信をするかどうかを選びま 
す。 

する：相手がサブアドレスを付けずにダイヤル 
してきても、電話や FAX を受けることができ 
ます。 

しない：相手がサブアドレスを付けずにダイヤ 
ルしてくると、電話や FAX を受けられません。 
(購入時の設定です。） 

※サブアドレスを指定してダイヤルできるの 
は、 ISDN 回線に接続されている一部の通信 
機器だけです。一般電話回線（アナログ回線） 
の利用者は、サブアドレスを指定してダイヤ 
ルすることはできません。 

一般電話回線を利用している相手からも電話 
や FAX を受けたいときは、「する」を選んで 
ください。 


話中着信 

® L /< i い〇する 

1サブアドレスグ□ーバル着信 

OUI ぃ治汰る | 

L ホート 2 J 

サブアドレス [〇2~ 

話中着信 

® Ui い〇する 

|サブアドレスグローバル着信 

© L / J ぃ〇する [ 


p [設定]ポタンをクリックします。 


^^Point! 

◊電話機と FAX を確実に区別して呼び出したい場合は 

相手が一般電話回線（アナログ回線）の利用者であっても、電話機と FAX を確実に区別して呼び出したい場合 
は、ダイヤルインサービスの契約（有料）または i •ナンバーの契約（有料）をして、ダイヤルイン番号または 
i • ナンバー追加番号を指定することをお勧めします。 

^「電話機と FAX に別々の電話番号を付けられます（ダイヤルインサービスとグローバル着信)」 <P.120> 
^ R •ナンパーを利用できます」 〈P . 121〉 
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次のように FAX と電話機を区別する場合を例に、解説します。 


①契約者回線番号 

03-0000-2222 で FAX 




©ダイヤルイン番号 

03-0000-4444 で電話 


MSr 



契約者回線番号 （03-0000-2222) にかかってきたら — TEL ポ ー ト1の FAX に着信したい 
ダイヤルイン番号 （03-0000-4444) にかかってきたら— TEL ポート1/2で受信し、音声通話をしたい 


詳細設定ページの[アナ□グ設定]—[ポートごと]をクリックして、[アナログ設定（ポート 
こ'と）]画面を開きます。ここではポート1の FAX のみ機能を使い分けたいので、[ポート 1] 
の [ INS ナンバー■ディスプレイ/オプション機能]を[使用しない]以外に設定します。 


back 

ボート道 

^ デム/ FAX 棵能付甭話 v 

| IN 计ンノト•デイスブレイ/オブシヨン機能 

|ナンパ ー •ディスブレイ®み 使用す る v I 


※上の画面は、「ナンパー•ディスプレイのみ使用する」に設定した場合の例です。 



2 


[設定]ボタンをクリックします。 


モデムダイヤルイン機能を設定する 


本製品の TEL ポートに、モデムダイヤルイン対応の機器を接続しているとき、モデムダイヤルイン機 
能が利用できます。モデムダイヤルイン機能の設定を行うと、着信した番号により、接続している機 
器の機能を使い分けることができます。 

INS ネット64の付加サービス 「i •ナンパー」を契約している場合も、着信により使い分けが可能で 
す。 

※ TEL ポートに接続した電話機/ FAX / モデムが、モデムダイヤルインに対応している必要があります。 


設定手順 

詳細設定ページのアナログ設定で、次の順に設定します。 

① [アナ□グ設定（ポートごと)]画面で、機能を使い分けたいポートの[ナンパー•ディスプレ 
イ/オプション機能]を[使用しない]以外に設定 

② i •ナンパーを契約している場合のみ、[アナ□グ設定（ポート共通)]画面で [i •ナンパー]を 
[カスタマイズモードで利用する]に設定 

③ [アナ□グ設定（ダイヤルイン)]画面で、番号、および着信したいポートを設定 

以下、具体例を挙げて詳しく解説します。 


設定例 （1) モデムダイヤルイン機能で番号を使い分ける 



電話機や FAX を使いましよう 
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3 [アナ□グ設定]—[ダイヤルイン]をクリックして、[アナログ設定（ダイヤルイン)]画面 
を開きます。 

最初に契約者回線番号の設定を行います。[ダイヤルイン登録番号 0] の[登録番号]に「03- 
0000-2222」を設定し、[着信ポート]を[ポート1に着信]に設定します。 



4 同じ[アナ□グ設定（ダイヤルイン)]画面で、ダイヤルイン番号の設定を行います。 

[ダイヤルイン登録番号 1] の[登録番号]に「03-0000-4444」を設定し、[着信ポート] 
を[すべてのポートに着信]に設定します。 



[設定]ポタンをクリックします。 

以上で設定は終了です。以降、モデムダイヤルイン機能が使用できるようになります。 


設定例 2) i •ナンバーを契約している場合 


次のように FAX と電話機を区別する場合を例に、解説します。 



契約者回線番号 （03-0000-1111) にかかってきたら — TEL ポート1/2で受信し、音声通話をしたい 
追加番号1 (03-0000-2222) にかかってきたら — TEL ポート1の FAX に着信したい 

追加番号2 (03-0000-3333) にかかってきたら — TEL ポート2の FAX に着信したい 


■ I 詳細設定ページの[アナ□グ設定]—[ポートごと]をクリックして、[アナ□グ設定（ポート 
I ごと）]画面を開きます。ここでは、ポート1、2ともに機能を使い分けたいので、両方の 
[ INS ナンパー•ディスプレイ/オプション機能]を[使用しない]以外に設定します。 
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5 [アナ□グ設定]—[ダイヤルイン]をクリックして、[アナ□グ設定（ダイヤルイン)]画面 
を開きます。 

最初に契約者回線番号の設定を行います。[ダイヤルイン登録番号〇]の[登録番号]に roG 
0000 - 11 11 」を設定し、[着信ポート]を[すべてのポートに着信]に設定します。 


back 

登錄番号 

|〇3-00的-1111 


着信ポート 

r すべての术—卜に 著 f 言 

_^ 


同じ[アナ□グ設定（ダイヤルイン)]画面で、追加番号の設定を行います。 

[ダイヤルイン登録番号 1] の[登録番号]に「03-0000-2222」を設定し、[着信ポート] 
を[ポ ー H に着信]に設定します。 

また、[ダイヤルイン登録番号 2] の[登録番号]に「03-0000-3333」を設定し、[着イ i 
ポート]を[ポート2に着信]に設定します。 


2 

3 


back 

ポート接続機器 

|モデム/ FAX 機能付 電話 v 

INS^K ノノ S —•ディスブレイ/オブシヨン機能 

| ナンパー•ディスブレイのみ 使用す る V. 

タイヤル終，か b 発信まて•の待ろ Bf 同 Wt 問タイマ） 

"[5 輝 

発信者番号 

|契約者回線番号 （i •ナンパー〉 v 

n 


back 

ボート接続機器 

| モデム/ FAX 棵能付 電話 v 

INS ナンパー，デイスブレイ/オブシヨン機能 

|ナンパー•ディスブレイ①み 使用す v 


※上の画面は、両方とも）「ナンパー•ディスプレイのみ使用する」に設定した場合の例です。 

[設定]ポタンをクリックします。 


i •ナンパーの設定を「カスタマイズモード」にします。 

[アナ□グ設定]—[ポート共通]をクリックして、[アナログ設定（ポート共通)]画面を開き、 
[i •ナンパー]を[カスタマイズモードで利用する]に設定します。 


グローバル着信 
内餽の直掊骀信 


OUI い©する 


i -ナンバ- 


I カスタマイズモ-卜で利用す S (菪 f 言時にタイヤルイン®設定を利用:） • 


4 


[設定]ポタンをクリックします。 



電話機や FAX を使いましよう 
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優先着信時間 1:1秒 

着信転送 I 転送しない 

着信^:送番号 

_モー k " • _り剞笋山—蚪機邰 .，•ゎい~ 



— 7 [設定]ポタンをクリックします。 

以上で設定は終了です。以降、モデムダイヤルイン機能が使用できるようになります。 
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相手先に通知する契約者回線番号およびタイヤ 
ルイン番号を登録します。 

^「電話番号を登録しましよう」 〈 P .101〉 


4 


2 

3 


[アナログ設定]—[ポートごと]を選択し、 
[アナログ設定（ポートごと)]画面を開きます。 

ポート1またはポート2の[発信者番号]を設 
定します。相手に通知する番号を、次の中から 
選びます。 

契約者回線番号 （i •ナンバー）：契約者回線 
番号を通知します。トナンバーを契約してい 
る場合、ポート1のときは契約者回線番号、ポ 
一卜2のときは i • ナンパー追加番号を通知しま 
す。（購入時の設定です。） 

ダイヤルイン登録番号0 :ダイヤルイン登録番 
号0 (契約者回線番号）に登録した番号を通知 
します。 

ダイヤルイン登録番号 1/2/3 :ダイヤルイン 
登録番号1/2/3に登録した番号を通知します。 


back 

ポート接続機器 

「モデム/ FAX 棵能付 1 

INS ^ ■•ノノ X —■デ ィス ブレイ/オブシ ヨン 機能 

ダイヤル終了から発信までの待ち時間(折間タイマ） 

[ 使用 US い 

|発信者番号 

L 契約者回搏番@1 子 

発信者番号通知 

[_NTT との契約によ S v 

内線呼び出し音 

|〇手 U 出し音 2 v 

撇獅ゎ - , 騰，1 


5 


[発信者番号通知]を設定します。次の中から、 
発信者番号の通知方法を選びます。 

NTT との契約による：発信者番号通知サービ 
スの契約通りに、通知または非通知になります。 
(購入時の設定です。） 

通常通知：原則として通知になります。相手先 
の電話番号の前に「184」をつけてダイヤル 
すると、非通知になります。 

通常非通知：原則として非通知になります。相 
手先の電話番号の前に「186」をつけてダイ 
ヤルすると、通知になります。 


back 

ボート接続機器 

|モデム/ FAX 棚能付電話 v 

INS ナンパーデイスブレイ/オブシヨン機能 

| «用しない 

ダイヤル終了から発信までの待ち時間(桁間タイマ） 

Kyi > 


1 

|発 fs 者番号舶口 

NTT と® 5?約によ！> v | ■ 

内線呼び出し音 

出し音2 v 

■^■「*»<<*叫)1ム u 1 


[設定]ポタンをクリックします。 


^^Point! 

◊制限事項 

「常時通知拒否」で契約した場合は、本製品の設定にかかわらず発信者番号が非通知になります。 


INS ネット64基本サービス（無料） 


相手に電話番号を通知する/通知しないを設定できます 


INS ネット64の契約時には、発信者番号通知サービスを「通常通知（通話ごと非通知)」「通常非通知（回 
線ごと非通知)」「常時通知拒否」から選択します。本製品では、発信者番号を通知するかしないかを、契 
約とは関係なく設定できます。また、相手にどの番号を通知するかも指定できます。 




発信者番号通知サービス（無料） 

※ ㈧ 巳ネット64の契約時に契約します（必須項目）。サービスの内容について詳しくは、最寄りの NTT までお問い合わ 
せください。 



電話機や FAX を使いましよう 
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@ StepUp! 


◊発信者番号の通知/非通知について 

発信者番号の通知/非通知は、発信者番号通知サービスの契約内容と、本製品の設定内容によって変わりま 
す。 

また、電話をかけるときに相手先の電話番号の前に次の番号をつけてダイヤルすることによっても変わり 
ます。 

•電話番号の前に「184」をつけてダイヤル—非通知 
•電話番号の前に「186」をつけてダイヤル—通知 

• 「通常通知（通話ごと非通知)」で契約した方は ••• 



[発信者番号通知]の設定 I 


「 NTT との契約による」 

「通常通知」 

「通常非通知」 


を選んだとき 

を選んだとき 

を選んだとき 

電話番号だけ 

[発信者番号]で選んだ番号が 
通知されます。 

非通知に 
なります。 

電話番号の前に「184」 

灵知になります。 

電話番号の前に「186」 

[発信者番号]で選んだ番号が通知されます。 


• 「通常非通知（回線ごと非通知)」で契約した方は ••• 



[発信者番号通知]の設定 | 


「 NTT との契約による」 

「通常通知」 

「通常非通知」 


を選んだとき 

を選んだとき 

を選んだとき 

電話番号だけ 

非通知に 
なります。 

[発信者番号]で 
選んだ番号が 
通知されます。 

非通知に 
なります。 

電話番号の前に「184」 

非通知になります。 

電話番号の前に1"186」 

[発信者番号]で選んだ番号が通知されます。 


• 「常時通知拒否」で契約した方は ••• 

[発信者番号通知]で何を選んでも、通知されません。 

また、電話番号の前に ri 84 J または「186」をつけてダイヤルすると、相手先につながりません。 






LAN 上のパソコンが、2本の B チヤネルを使って MP 通信をしているときでも、アナログ機器を使うことが 
できます（購入時の設定です)。 


通信中着信通知サービス（無料） 

※问丁丁との契約が必要です。サービスの内容について詳しくは、最寄りの NTT までお問い合わせください。 



119 












電話機と FAX に別々の電話番号を 



付けられます（ダイヤルインサービスとグローノ V ル着信) 


ダイヤルインとグローバル着信を組み合わせて利用し、本製品の設定をすれば、ダイヤルイン番号を1つ契 
約するだけで、電話機と FAX を区別して呼び出すことができます。相手が一般電話回線（アナログ回線） 
からかけてぎても)同じです。 


涵 

け h “ 


ダイヤルインサービス（有料） 

※问丁丁との契約が必要です。契約時に、グローバル着信のあり/なしを選択します。通常はグロ_バル着信ありで契約す 
ることをお勧めします。サービスの内容について詳しくは、最寄りの NTT までお問い合わせください。 


次のように電話機と FAX を区別する場合を例に解説します。 



契約者回線番号 （03-0000-2222) にかかってきたら 
—TEL ポート1の電話機に着信 
ダイヤルイン番号 （03-0000-4444) にかかってきたら 
—TEL ポート2の FAX に着信 


グローバル 着信ありで契約したとき グローバル 着信なしで契約したとき 


1[アナログ設定]—[ポート共通]を選択し、 

I [アナログ設定（ポート共通)]画面を開きます。 


2 [ポ—卜共通]の[グローバル着信]を「する」 

にします。（購入時の設定です。） 



1グローバル着信 

〇しない 

©する 1 

内線の直接発信 

〇しない 

©する 


1[アナログ設定]—[ダイヤルイン]を選択し、 

I [アナログ設定（ダイヤルイン)]画面を開きま 
す0 


2 契約者回線番号とダイヤルイン番号を登録しま 
す。 

「電話番号を登録しましょう」 〈P . 101> 


0 [設定]ボタンをクリックします。 


4 [アナログ設定]—[ダイヤルイン]を選択し 
ます。 


5 契約者回線番号とダイヤルイン番号を登録しま 
す。 

^「電話番号を登録しましよう」 <P . 101〉 


6 それぞれの[ダイヤルイン登録番号]の[着信 
ポート]で、次のように設定します。 


ダイヤルイン登録番号0 (契約者回線番号）： 
「ポート1に着信」を選びます。 

ダイヤルイン登録番号1〜3 :「ポート2に着信」 
を選びます。 


3 それぞれの「ダイヤルイン登録番号」の[着信 
ポート]で、次のように設定します。 

契約者回線番号を登録したダイヤルイン登録番 
号1〜3 :「ポート1に着信」を選びます。 
ダイヤルイン番号を登録したダイヤルイン登録 
番号1〜3: 「ポート2に着信」を選びます。 


[ダイヤルイン 


登録番号 
[ 着信ポ-卜 


|03-0000-2222 
^•卜1に菪信 


イヤルイン 


登録番号 


I 着信ポート 


4 


[設定]ボタンをクリックします。 


[ダイヤルイン登録番号0 


登錄番号 


03-0000-2222 


I 着信ポート 


beck 

登錄番号 

[03-0000-4444 

|着信ボート 

こ]^に盖 f 言 | 
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[設定]ボタンをクリックします。 
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■ NS ネット 64 付加サービス（有料） 


i •ナンバーは、1回線で最大3つの電話番号（契約者回線番号、追加番号1、追加番号 2) を持つことがで 
きるサービスです。 

i •ナンバーを契約すると、3つの鼋話番号で本製品の TEL ポートを使い分けることができます。 

M 丨•ナンパ-_ 

※问丁丁との契約が必要です。各サービスの内容について詳しくは、最寄りの NTT までお問い合わせください。 

※いナンバーとダイヤルインサービスを同時に契約することはできません。 


購入時のままでもいナンバーを使用できます 

本製品では、購入時の状態でも i •ナンバーが「かんたんモード」で使用できます。特別な設定は必要あり 
ません。 

◎ 「かんたんモード」では、2つめの電話番号までを使い分けることができます。 


I契約者回線番号 ：11 1-1 111 

li •ナンパー追加番号： 222-2222 


<発信のとき> 

TEL ポート1から発信したとき：相手先に発番号「111-1111」が通知されます 
TEL ポート2から発信したとき：相手先に発番号「222-2222」が通知されます 
※契約が「回線ごと非通知」の場合は、「186」つきでダイヤルすると上と同じように番号通知します。 

<着信のとき> 

「111-1111」にかかってきたとき： TEL ポート1に接続した機器が着信します 
「222-2222」にかかってきたとき： TEL ポート2に接続した機器が着信します 

◎ i •ナンバーの「かんたんモード」のままでは、次のことができません。 

• 3つめの電話番号を利用する 
• 外線呼び出し音の変更 
• フレックスホンの着信転送 
• 着信ポートの設定変更など 

これらの機能を使用したい場合は、次のページの解説に従って、「カスタマイズモード」に切り替える必要 
があります。 


注意 


i •ナンバーを契約していないときは 、 [i •ナンバー]を「利用しない」に設定してください。 
i •ナンバーを契約していて 、 D •ナンパー]を「利用しない」に設定すると、どの番号に電話が 
かかってきても、「アナログ設定（ダイヤルイン)」画面の[ダイヤルイン登録番号 0] で設定した 
条件に従って着信します。 

PBX (構内交換機）を経由している場合、 PBX の種類によっては i •ナンバーを利用する設定に 
していると、発着信が正常にできないことがあります。発信できない場合、および着信時に鳴り 
分けができない場合などは、レナンバーを利用しない設定にしてください。 


i - ナンバーを利用できます 


9 


霞話機や FAX を使いましよう 
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i • ナンパーの設定を[利用しない]または[カスタマイズモード]に変更するには 


1[アナログ設定]—[ポート共通]を選択し、 

I [アナログ設定（ポート共通)]画面を開きます。 


[i •ナンバー]で、次の中から選びます。 

カスタマイズモードで利用する（着信時にダイ 
ヤルインの設定を利用）：フレックスホンの着 
信転送を利用したいときや、着信時の条件を変 
更したいとき、 i • ナンバーの 3 つの電話番号を 
使って着信時に鳴り分けをしたいときに選びま 
す。 

利用しない ： i • ナンバーを契約していないと 
きに選びます。 



グローバル着信 

OL/A' ©する 

内嫌の直接発俚 

〇しない a する 


I i ■ナンハー |カスタマイズモ ー R - 利〈著信時イヤルイン®設定 S 利用） 


4 手順2で「カスタマイズモードで利用する」を 
選んだときは、「アナログ設定（ダイヤルイン)」 
画面で、次のように設定します。 

• [ダイヤルイン登録番号0(契約者回線番号)] 
の[登録番号]に契約者回線番号を登録し、 
必要に応じて他の項目を設定 
• [ダイヤルイン登録番号 1] の[登録番号] 
に追加番号1を登録し、必要に応じて他の項 
目を設定 

•追加番号2があれば、[ダイヤルイン登録番 
号 2] の[登録番号]に追加番号2を登録し、 
必要に応じて他の項目を設定 


back 

登録番号 

■1 (〇3-0000-2222 


有15 小 - ■卜 

|JK-MICS1S 

v 

優先着信時間 

单 /S* 二: S 

1 “ .. 1 



3 


[設定]ボタンをクリックします。 


pr [設定]ポタンをクリックします。 


かんたんモードの詳細について 

◎発信時、発信者番号は次のように通知されます 
TEL ポート1の電話機から発信—契約者回線番号 
TEL ポート2の電話機から発信—追加番号1 

※発信者番号通知サービスを「通常非通知（回線ごと非 
通知)」で契約した方は、電話番号の前に「186」をつ 
けると、上記の番号が通知されます。 

◎着信するときは、次のポートが呼び出されます 
契約者回線番号でかかってきたとき- TEL ポート1 
追加番号1でかかってきたとき-^ TEL ポート2 
追加番号2でかかってきたとき—両方の TEL ポー ト 
※着信するときの条件は、次のように固定されます。 

話中着信：する（「アナログ設定（ポート共通)」画面 
の[マルチアンサー]または[キャッチホン（コール 
ウェイティング)]を「する」に設定してください） 

着信転送：使用できません 

※相手からサブアドレス付きで電話がかかってきても、 
着信できません。 

※かんたんモードに設定している場合は、以下の項目の 
設定内容が無効になります。 

• 「アナログ設定（ダイヤルイン)」画面-[登録番号]以 
外の設定項目 

• 「アナログ設定（ポート共通)」画面-[グローバル着信] 


カスタマイズモードの設定例 
◎契約した 3 つの番号を次のように使用したいとき 
•契約者回線番号 111-1111 
— TEL ポート 1 の電話で利用したい 

• i •ナンノ（一追加番号 1 222-2222 
— ► TEL ポ_卜 2 の電話で利用したい 

# i • ナンパー追加番号 2 333-3333 
—両方のポートの電話で利用したい 

◎次のように設定してください 

i -ナンバーの設定をカスタマイズモードにしたあ 
と、[詳細設定]—[アナログ設定]—[ダイヤル 
イン]を開き、次の内容を登録します。 

•ダイヤルイン登録番号0 (契約者回線番号） 
登録番号 ：11 1-1 111 
着信ポート：ポート1に着信 
•ダイヤルイン登録番号1 
登録番号 ： 222-2222 
着信ポート：ポート2に着信 
參ダイヤルイン登録番号2 
登録番号 ： 333-3333 
着信ポート：すべての ポー トに着信 
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フレックスホンは、 INS ネット64の付加サービスです（有料)。フレックスホンには、次の4つの機能があ 
ります。フレックスホンの契約時に、使いたい機能を選択します。 

フレックスホンサービス（有料） 

※ NTT との契約が必要です。その場合、下記の4つのサービスをまとめて契約することも、個別に契約することも可能 
です。各機能に必要な契約内容は、各機能の解説ページをご覧ください。また、各サービスの内容について詳しくは、 
最寄りの NTT までお問い合わせください。 


キャッチホン（コールウェイティング） 

通話中に他の電話がかかってきたときに、その電話を 
受けて話をすることができる機能です。 

^「キャッチホン（コールウェイティング）を 
利用する」 < P .124> 


キヤツチホン（コールウェイ亍イング） 





L 者通話 


通話中に別の相手を呼び出して3人で話ができる機能 
です。 

^「三者通話を利用する」 〈 P .126〉 





通信中転送 


通話中に別の相手を呼び出して、その電話を転送する機能で 
す。 

隊「通信中転送を利用する」 〈 P _129> 


f 8<ん、 



着信転送 


かかってきた電話を、自動的に他の回線番号に転送する 
機能です。 

ぽ「着信転送を利用する」 〈 P .132〉 



霞話機や FAX を使いましよう 
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INS ネット 64 付加サービス（有料） 


フレックスホンを利用できます② 

キヤッチホン（コールウェイテインク)を利用する 


フレックスホンのキャッチホン（コールウェイティング）を契約していると、通話中に別の相手から電話 
がかかってくると受話器に話中着信音が聞こえ、通話する相手を切り替えることができます。 


mm 

匿， h-j 


フレックスホンサービスの 「 ins キャッチホン（コールウェイティング)」（有料） 

通信中着信通知サービス（無料） 

※问丁丁との契約が必要です。各サービスの内容について詳しくは、最寄りの NTT までお問い合わせください。 


キャッチホンを設定しましよう 


1[アナログ設定]—[ポート共通]を選択し、 

I [アナログ設定（ポート共通)]画面を開きま 
す0 


2 [擬似フレックスホン]の[マルチアンサー] 
で「しない」を選びます。（購入時の設定です。） 


1 マルチアンサー 

® Ui い〇する 

~1 

擬似看 1 甜迗 

® L ^< i い OTt > 



3 [フレックスホン]の[キヤッチホン（コー 
ルウエイテイング)]で「する」を選びます。 

\k\W\ 

INS キヤッチホン(コールウエイテイング）〇 L / JL 、 I © する 
通 1 苦甲 fcjil ©し^:い〇する 

二者通話 ©しなぃ〇する 

着信転送 ©しない〇する 


7 番号を登録した[ダイヤルイン登録番号]の 
ポート1またはポート2で、「話中着信」を 
「する」にします。 

キャッチホンを利用しないポートでは、「しな 
し)」を選びます。 


I ダイヤルイン登録番」 


登 I 录番号 ^3-0000-2222 

谢言ポート L すべてのポ - 卜に着信 


優先着信時間 

[〇~~^ 

谢言転送 

|12送しない vj 

[ポート 1] 

サブアドしス 

□ _1 

外線呼び出し音 

|l¥U 出し 音 1 

|話中着信 

oua、_r る | 

サブアドレスグロー 7 りし着信 

©レ 1 s い〇する 

[ポート 2] 

サブアドレス 

1 1 

外線呼び出し音 

「呼 U 出し 音 1V] 

|話中着信 

® Ui ぃ〇する [ 

サブアドレスグローノ彳ル着信 

© L / J ； い〇する 


4 


[設定]ボタンをクリックします。 


5 [アナ□グ設定]—[ダイヤルイン]を選択 
し、[アナログ設定（ダイヤルイン）]画面を 
開ぎます。 


6 キャッチホン（コールウェイテイング）を契 
約した契約者回線番号またはダイヤルイン番 
号を登録します。 


[5 イヤルイン登録番号〇(契約者回線番 


m 


登録番号 


(03-0000-2222 


g [着信ポート]を設定します。 

キャッチホンを利用するポートに着信できる 
ように選んでください。 

暖「ダイヤルイン登録番号ごとに着信ポート 
を設定する」 〈 P _104> 


back 

登録番号 

|03-0000-2222 

|着信ボート 

1すべてのポートに菪 f 言 I 

僅先着信時間 

[〇 ^ 


9 


[設定]ポタンをクリックします。 
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Point ! 


◊制限事項 

• 擬似キャッチホン（マルチアンサー）または通話中発信機能を使用する設定にしているときは、キャッチホ 
ン（コールウェイティング）を利用できません。 

• キャッチホン（コールウェイティング）を利用する TEL ポートには電話機をつなぎ、「アナログ設定（ポー 
卜ごと)」画面の[ポート接続機器]で「電話」または「モデム/ FAX 機能付電話」を選んでください。電 
話以外のアナログ機器では、キャッチホン（コールウェイティング）を利用できません。 

^ 「 TEL ポートの機器を指定する」 < P .93> 

◊手順8で[空きポートに着信（ポート1優先)]または[空きポートに着信（ポート2優先)]を選んだときの 
着信 

まず優先ポートが呼び出されます（通話中は話中着信)。指定した時間が経過すると、他のポートが呼び出され 
ます。他のポートが使用中のとき、または B チャネルに空きがないときは、優先ポートの呼び出しのみが続き 
ます。 


キャッチホンを使うには 

1 通話中に、受話器に話中着信音が聞こえます。 

他の電話がかかってきたことを知らせる音で 
す0 




2 


フックを1回押します。 （ B 冢「フック操作につ 
いて」 < P _99> ) 

かかつてきた電話の相手と通話できるようにな 
ります。 

元の相手との通話は保留されます。 




，保留 


3 


元の相手との通話に戻りたいときは、もう一度 
フックを1回押します。 



S 


4 


通話を終了したいときは、受話器を置きます。 

通話していた相手との通話が切れ、呼び出し音 
が鳴ります。 



保留 



5 


受話器を上げると、保留されていた相手との通 
話になります。 




6 


もう一度受話器を置くと、通話が終了します。 




Point ! 


◊キャッチホン（コールウェイティング）の設定 
と同時に、三者通話または通信中転送の設定も 
しているとき 

キャッチホンだけの場合は、手順2と手順3でフ 
ックを押した後、すぐに通話になりますが、三者 
通話または通信中転送も設定している場合は、受 
話器から“プップップッ”と2〜3秒聞こえてから、 
通話に切り替わります。 



電話機や FAX を使いましよう 
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INS ネット 64 付加サービス（有料） 


フレックスホンを利用できます⑧三者通話を利用する 


フレックスホンの三者通話を契約していると、通話中の相手を保留して別の相手へ電話をかけられます。 
また、通話中にかかってきた電話の相手を含めて3人で話したり、通話中に別の相手を呼び出して3人で話 
すことも)できます。 




フレックスホンサービスの「三者通話」（有料） 

※ NTT との契約が必要です。サービスの内容について詳しくは、最寄りの NTT までお問い合わせください。 


三者通話を設定しましょう 


1[アナログ設定]—[ポート共通]をクリツ 
I クし、[アナログ設定（ポート共通)]画面を 
開ぎます。 


2 [擬似フレックスホン]の[マルチアンサー] 
で「しない」を選びます。（購入時の設定です。） 



3 [フレックスホン]の[三者通話]で「する」 
を選びます。 



INS キャッチホン(コールウェイティング） 

©しな〇する 

通信中紐 

©しない〇する 

|三者通話 

oUiL'[®|r*g> | 


©し厂〇する 


4 


[設定]ポタンをクリックします。 


^^Point! 


◊制限事項 

擬似キャッチホン（マルチアンサー）または通話中発信の機能を使用する設定にしているときは、三者通話を 
利用でぎません。 
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三者通話を使う〇通話中に別の相手にかける（三者通話切替モード) 

4 


通話中に、フックを1回押します。 （ D 冢「フッ 
ク操作について」 < P .99> ) 

受話器から“プップップッ”と聞こえます。 



2 


“プップップッ"と聞こえている間に、別の相 
手の電話番号をダイヤルします。 

元の相手との通話は保留されます。保留されて 
いる相手側には、保留音が聞こえます。 

※別の相手の電話番号を間違えたとき、話し中 
などで相手が応答しないときは、一度受話器 
を戻してください。呼び出し音が鳴ります。 
電話をとると、元の相手との通話に戻ります。 



3 


元の相手との通話に戻りたいときは、もう一度 
フックを1回押します。 

"プップップッ”と聞こえ、数秒後に元の相手 
との通話に戻ります。 

もう片方の相手との通話は保留されます。 



通話を終了したいときは、受話器を置き 
通話していた相手との通話が切れ、呼む 
が鳴ります。 



S 


5 


受話器を上げると、保留されていた相寺 
話になります。 



6 


もう一度受話器を置くと、通話が終了し 





電話機や FAX を使いましよう 


。音 

すし 

ま咄 


通 

の 

と 


討 
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三者通話を使う❾三者で通話する（三者通話ミキシングモード) 


通話中に別の相手に電話をかけたり、キャッチホン（コールウェイティング）時に別の相手から電話を受 
けたりします。 


1片方の相手と通話中で、片方の相手は保留中と 
I いう状態になります。 



2 この状態で、フックを1回押します。 （ D 穿「フ 
ック操作について」 〈 P _99> ) 

受話器から“プップップッ”という音が聞こえ、 
通話は一次中断されます。 



3 " プップップッ”と聞こえている間に、もう一 
度フックを1回押します。 

3人で通話できるようになります。 

※ここで受話器を置くと、両方との通話が終了 
します。 



4 手順1で通話していた相手との通話に戻りたい 
ときは、フックを1回押します。 


“プップップッ”と聞こえ、数秒後にその相手 
との通話に戻ります。 

もう片方の相手は保留されます。 



P — 通話を終了したいときは、受話器を置きます。 

通話していた相手との通話が切れ、呼び出し音 
が鳴ります。 



6 受話器を上げると、保留されていた相手との通 
話になります。 



7 


もう一度受話器を置くと、通話が終了します。 


^^Point! 

◊制限事項 

1つの TEL ポートで三者通話（切替モード、ミキシ 
ングモード）をしている間は、他の TEL ポートで 
三者通話および通信中転送を利用できません。 
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■ NS ネット 64 付加サービス（有料） 



フレックスホンを利用できます④通信中転送を利用する 


9 


霞話機や FAX を使いましよう 
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通信中転送を使う〇相手が応答する前に転送するとき 

1電話をかけてきた相手との通話中に、フックを1回押します。 

I ( 「フック操作について」 〈 P .99> ) 

受言舌器から“プップップッ”と聞こえます。 

※通信中転送できるのは、かかってきた電話だけです。 




2 " プップップッ”と聞こえている間に、別の相手の電話番号 
をダイヤルします。 

元の相手との通話は保留されます。保留されている相手側に 
は、保留音が聞こえます。 

※別の相手の電話番号を間違えたとき、話し中などで相手が 
応答しないときは、一度受話器を戻してください。呼び出 
し音が鳴ります。電話をとると、元の相手との通話に戻り 
ます。 



〇相手が応答する前に、受話器を置きます。 

相手が応答すると、保留されていた相手との通話になります。 

※転送する相手が一般電話回線（アナログ回線）のときは、 
転送されないことがあります（詳しくは NTT までお問い合 
わせください)。その場合は、そのまま通話が終わります。 
ただし、そのときの通信の状態によっては、受話器を置い 
た後に呼び出し音が鳴ることがあります。その場合は、電 
話をとると元の相手との通話に戻ります。 
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通信中転送を使う❾相手が応答した後に転送するとき 


電話をかけてきた相手との通話中に、フックを1回押します。 
( 「フック操作について」 < P .99> ) 

受話器から“プップップッ"と聞こえます。 

※通信中転送できるのは、かかってきた電話だけです。 




2 


“プップップッ”と聞こえている間に、別の相手の電話番号 
をダイヤルします。 

元の相手との通話は保留されます。保留されている相手側に 
は、保留音が聞こえます。 

※別の相手の電話番号を間違えたとき、話し中などで相手が 
応答しないときは、一度受話器を戻してください。呼び出 
し音が鳴ります。電話をとると、元の相手との通話に戻り 
ます。 



L 000-9999 ) 


儀 


風 


® ふ /^ 



/保留 


3 


相手が応答したら、フックを1回押します。 


受話器から“プップップッ”と聞こえます。 



保留 



4 


受話器から"プップップッ”と聞こえたら、すぐに受話器を 
置きます。 

応答した相手と保留されていた相手との通話になります。 
※音が聞こえる時間は2〜3秒です。転送するときは音が聞こ 
えたらすぐに受話器を置いてください。音が消えた後も受 
話器をあげたままにしておくと、保留されていた相手との 
通話に戻ります。その時点で受話器を置くと、通話が切れ 
てしまいます。 






Point ! 


◊制限事項 

• 1つの TEL ポートで転送の操作をしている間は、他の TEL ポートで通信中転送および三者通話を利用できま 
せん。 

• 自分からかけた電話を別の相手に転送することはできません。転送できるのは相手からかかってきた電話だ 
けです。 



電話機や FAX を使いましよう 
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フレックスホンを利用できます⑥着信転送を利用する 


フレックスホンの着信転送を契約していると、かかってきた電話を、あらかじめ登録しておいた転送先へ 
自動的に転送できます。 




フレックスホンサービスの「着信転送」（有料） 

通信中着信通知サービス（無料） 

※ NTT との契約が必要です。各サービスの内容について詳しくは、最寄りの NTT までお問い合わせください。 


着信転送を設定しましょう 


1[アナログ設定]—[ポート共通]をクリック 
I して、[アナログ設定（ポート共通)]画面を開 
きます。 


2 [擬似フレックスホン]の[擬似着信転送]で 
「しない」を選びます。（購入時の設定です。） 


■[擬似フレックスホン] II 

マルチアンサー 

©しない〇する 

1擬似着信転送 

©し如〇する [ 


3 [フレックスホン]の[着信転送]で「する」 
を選びます。 



INS キャッチホン (コー ルウエイティング） 

©しない 

〇する 

通信中転送 

©し，及、 

〇する 

三者 S 話 

A し/ a.、 

〇する 

1着信転送 

〇しない 

©する 1 


7 番号を登録した[ダイヤルイン登録番号]の 
[着信転送]で、転送するかどうかを選びます。 


棘^ HII 钱踞 

back 


登録番号 

|03-0000-2222 

コ 

着信ポート 

|すべてのポートに菪信 


優先着信時間 

[〇~~ 


|着信転送 

> 送する ■ 

1 

着信転送番号 




8 [着信転送番号]に、転送先の電話番号を入力 
します。 

※サブアドレス付きの電話番号には、転送でき 
ません。 



back 

登錄番号 

J 03-0000-2222 

着信 ポー ト 

t ベて®ポートに菪信 

織着信時間 

\〇 Pi) 

着信転送 

転送する V 

1着信転送番号 

[03-0000-9999 1 


4 


[設定]ボタンをクリックします。 


9 


[設定]ポタンをクリックします。 


5 [アナログ設定]—[ダイヤルイン]をクリツ 
クし、[アナ□グ設定（ダイヤルイン)]画面を 
開ぎます。 


6 着信転送を契約した契約者回線番号またはダイ 
ヤルイン番号を登録します。 



back 

登錄番号 

1〇3-〇〇〇〇-2222 

着信ボート 

1すべての术一卜に菪信_ 

優先着信時間 

〇秒 

|着信転送 

転送する v 1 

着信転送番号 |_| 


^^ Point ! 

◊制限事項 

• 擬似着信転送機能を使用する設定にしていると 
きは、着信転送を利用できません。 

• サブアドレスが設定されている電話番号には、 
転送できません。 
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INS ボイスワープサービスはこんな活躍をします！ 


電話がかかってくると、登録した番号に転送します。電話機や本 
製品の電源を切っているときでも自動的に転送されます。 


INS ボイスワープセレクトサービスはこんな活躍をします！ 

特定の相手からの電話だけを、登録した番号に転送します。電話機や本製品の電源を切っているときでも自動的 
に転送されます。 


マジックボックスはこんな活躍をします！ 

マジックボックスには、次の4つの機能があります。 

話中時録音：話し中にかかってきた電話をセンタに録音して、後で聞くことができます。 

不在時録音：留守中にかかってきた電話をセンタに録音して、外出先から聞くことができます。 

不在時転送：外出中にかかってきた電話を、あらかじめ登録しておいた電話番号に転送できます。 
キャッチホン：話し中にかかってきた他の電話を受けられます。 

※キャッチホンを利用する場合の設定方法は、キャッチホン（コールウェイティング）を利用する場合と同じで 
す。！^ 「キャッチホン（コールウェイティング）を利用する」 < P .124> 

本製品を利用するとさらに便利です！ 

サービスの開始や停止だけでなく、転送先の変更やリモートコント□— 

ル機能の暗証番号の変更などを電話機で操作できます。 


※本製品はステイミュラスプロトコル手順をサボートしていますので、 
次の設定を電話機から直接行うことができます。 


INS ボイスワープサービス / INS ボイスワープセレクト 

サービス 

• 転送サービスの開始（転送方法の選択） • 停止 
• 転送先電話番号の登録 
• 転送先リストの指定（転送先の選択） 

• 無応答時の転送の起動時間（転送待ち時間）の設定 
• リモートコント□—ル機能の設定（暗証番号の設定） 

• 転送ト ーキの 設定 
• 転送元電話番号通知の設定 

• 発信者の電話番号の設定 （ INS ボイスワープセレクトサービスのみ） 

• 発信者の選択方法の設定 （ INS ボイスワープセレクトサービスのみ） 


※ INS ボイスワープサービス / INS ボイスワープセレクトサービスやマジックボックスについて詳しくは、最寄り 
の NTT までお問い合わせください。 


マジックボックス 

• サービスの開始 • 停止 
• 転送先電話番号の登録 
• 転送先リストの指定（転送先の選択) 
• メッセージの再生•消去 




■ NS ネット64付加サービス（有料） 


INS ボイスワープサービス/マジックボックスを利用できます 



電話機や FAX を使いましよう 
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mm 

OS 


INS ボイスワープサービス /INS ボイスワープセレクトサービス（有料） 

マジックボックス（有料） 

発信者番号通知サービス（無料） 

※问丁丁との契約が必要です（発信者番号通知サービスは、ダイヤルインサービスを契約している場合のみ)。各サービス 
の内容に ついて 詳しくは、最寄りの NTT までお問い合わせください。なお、マジックボックスと INS ボイスワープサ 
—ビス/ INS ボイスワープセレクトサービス、およびマジックボックスとフレックスホンの INS キャッチホン（コール 
ウェイティング）を同時に契約することはできません。 


使用するポートと番号を指定しましょう (ダイヤルインサービスや i • ナンバーを契約しているときのみ） 

ダイヤルインサービスや i • ナンバーを契約しているときは、 INS ボイスワープサービス / INS ボイスワープ 
セレクトサービスおよびマジックボックスを契約した電話番号を登録し、ポートごとの設定画面で発信者 
番号を指定します。 


IINS ボイスワープサービス / INS ボイスワープ 
I セレクトサービスおよびマジックボックスを契 
約した電話番号を、ダイヤルイン登録番号〇〜 
3のいずれかに登録します。 

「電話番号を登録しましよう」 〈 P . 101> 


2 [アナログ設定]—[ポートごと]をクリック 
し、[アナログ設定（ポートごと)]画面を開き 
ます。 


4 


[設定]ポタンをクリックします。 


以降は、設定を行ったポートにつないだ電話機を 
使って、転送先電話番号の登録やリモートコント 
□ール機能の設定などの操作を行ってください。 
操作方法については、最寄りの NTT までお問い合 
わせください。 


3 転送先電話番号の登録やリモートコント□—ル 
機能の設定を行う電話機を、どのポートにつな 
し、でいるか確認します。 

そのポートの[発信者番号]欄で、 INS ボイス 
ワープサービス / INS ボイスワープセレクトサ 
-ビス/マジックボックスサービスを契約した 
番号の登録先を選択します。次の中から選びま 
す。 

ダイヤルイン登録番号0 :各サービスを契約し 
た番号が「ダイヤルイン登録番号〇(契約者回 
線番号)」に登録されている場合に選びます。 
※「契約者回線番号」は選択しないでください。 
ダイヤルイン登録番号1/2/3 :各サービスを 
契約した番号が「ダイヤルイン登録番号1」〜 
「ダイヤルイン登録番号3」のいずれかに登録 
されている場合、該当する番号を選びます。 


back 

ボート接続機器 

1モデム/ FA>@ 能付電話 

INS^ ノノト■ディスブレイ/オプション機能 

i 使用しない 

ダイヤル終了から発信までの待ち時問(桁間タイマ） 

少 

|発信者番号 

|9’ィャルィン簦禧番_号 1 I 

兜1岂有 S 号通知 

NTT と©契約による v 

内練呼び出し音 

_ 出し 音: 2 v 

腿ボヶ ノ # 誦始 — 」 


❹ StepUp ! 

◊設定が完了するまでに必要な時間 

次の設定をするときは、最後のダイヤルを押し 
てから設定が完了するまでに数秒かかります。 
すぐに設定を完了させたいときは、設定内容の 
最後に [#] ボタンを押してください。 

• [転送先電話番号の登録]で登録する番号が 
入力最大桁数未満のとき 
• [無応答時の転送の起動時間（転送待ち時間） 
の設定]でパターン番号〇〜9を選択したとき 
(入力最大桁数などについて詳しくは、 NTT ま 
でお問い合わせください。） 

※最後のダイヤルを押してから設定が完了する 
までの待ち時間を変更できます。また、設定 
内容の最後に押すボタンを [*] ボタンに変 
更できます。 

咳「[#][*]ボタンの機能を設定するには」 
< P .103> 
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INS ネット 64 付加サービス（有料） 


迷惑鼋話おことわりサービスを利用できます 


迷惑電話おことわりサービスはこんな活躍をします 


迷惑電話を受けたときに登録操作を行うと、以降、登録した電 
話番号からは電話がかかってきません。迷惑電話の相手には、 
INS ネット64が自動的にメッセージで応答します。 



迷惑電話の登録•解除は、電話機から操作できます。 



本製品を利用するとさらに便利です 


迷惑電話の登録は、通常、自分から電話を切った後に行います。 
さらに本製品では、相手が先に電話を切ったときや、相手と話 
している最中にも登録できます。 



フレックスホンによる保留があるときは、迷惑電話を登録できません。 

相手側の交換機の種類によっては、迷惑電話の登録ができないことがあります。 

迷惑電話おことわりサービスについて詳しくは、最寄りの NTT までお問い合わせくださし)。 




迷惑電話おことわりサービス（有料） 

発信者番号通知サービス（無料） 

※问丁丁との契約が必要です（発信者番号通知サービスは、ダイヤルインサービスを契約している場合のみ)。各サービス 
の内容について詳しくは、最寄りの NTT までお問い合わせください。 



電話機や FAX を使いましよう 
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使用するポートと番号を指定しましよう (ダイヤルインサービスや i • ナンバーを契約しているときのみ) 

迷惑電話おことわりサービスを契約した電話番号を登録し、ポートごとの画面で発信者番号を指定します。 


1迷惑電話おことわりサービスを契約した番号 ノ| [設定]ポタンをクリックします。 

I を、ダイヤルイン登録番号〇〜3に登録します。 

「電言舌番号を登録しましよ 5」 < P .97> . 


广 J [アナログ設定]—[ポートごと]をクリック 以降は、設定を行つたポートにつないだ鼋話機を 

d し、[アナログ設定（ポートごと)]画面を開き 使って、迷惑電話の登録•解除の操作を行えます。 

ます。 


3 電話番号の登録を行う電話機を、どのポートに 
つないでいるか確認します。 

そのポートの[発信者番号]欄で、迷惑電話お 
ことわりサービスを契約した番号を選択しま 
す。次の中から選びます。 

ダイヤルイン登録番号0 :迷惑電話おことわり 
サービスを契約した番号が「ダイヤルイン登録 
番号〇 (契約者回線番号)」に登録されている 
場合に選びます。 

※「契約者回線番号」は選択しないでください。 
ダイヤルイン登録番号1/2/3 :迷惑電話おこ 
とわりサービスを契約した番号が「ダイヤルイ 
ン登録番号1」〜「ダイヤルイン登録番号3」 
のいずれかに登録されている場合、該当する番 
号を選びます。 


121 back 

ポート接続機器 

1モデム/ FAX 啤能付電話 

INS ナンノト■デイスブレイ/オプション機能 

ダイヤル終了から発信までの待ち時間(桁間タイマ） 

丨 使用しない 

|発信者番号 

1タイヤルイン登錄 番号 1 I 

兒1岂有奋号通太 U 

NTT との契約[こよる v 

内線呼び出し音 

丨呼 U 出し音 - 2 v 

勝ポ々、 発信 問 始 V l 
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迷惑電話を登録しましょう 

本製品では、次のときに迷惑鼋話を登録できます。それぞれの方法について解説します。 

• 自分から電話を切ったとき 
• 相手が先に電話を切ったとき 
•相手と話しているとき 


〇自分から電話を切ったとき 


迷惑電話を受けた後、自分から受話器を置いて 
電話を切ります。 



2 


受話器を上げて、「1442」に電話をかけます。 

登録に成功すると「登録を完了しました」とい 
う音声ガイダンスが流れます。 

※電話を切ってから60秒以内に操作してくだ 
さい。60秒を超えると、登録できません。 
※巳〇秒以内に2回以上電話がかかってきた場 
合、すべて迷惑電話として登録できません。 


登録を完了 
\しました…/ 



3 


受話器を置きます。 


Q 相手が先に電話を切ったとき 
1 迷惑疆話の相手が先に電話を切ります。 
“プープープー”と聞こえます。 



2 


「1442」とダイヤルし、発信します。 

登録に成功すると“ピー”、失敗すると“ブブ 
ブ”と聞こえます。 



3 



電話機や FAX を使いましよう 
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©相手と話しているとき 


1迷惑電話の相手と通話中に、フックを1回押し 
I ます。（隊「フック操作について」 〈 P .99> ) 

“プップップッ”と聞こえます。 



2 


[#] ポタンを押します。 


無音になります。 


3 


もう一度 [#] ポタンを押します。 


4 「1442」とダイヤルし、発信します。 

登録に成功すると“ピー”、失敗すると"ブブ 
ブ”と聞こえます。 

※登録の操作をしている間に相手が電話を切っ 
た場合は、音声ガイダンスによって登録が成 
功したかどうかが分かります。 



pr 迷惑電話の相手との通話に戻ります。 

※登録の操作をしている間に相手が電話を切っ 
た場合は、そのまま受話器を置き、続けて 
「自分から電話を切ったとき」 〈 P .137〉 の 
手順2以降の操作をしてください。 


迷惑電話に登録した番号を解除するときは 


この操作をすると、登録されている電話番号がすべて解除されます。電話番号を個別に解除することはで 
きません。 


受話器を上げて、 H 449」 に電話をかけます。 

解除に成功すると「登録されている電話番号をすべて解除しました」という音声ガイダンスが流れます。 


2 


受話器を置きます。 
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■ NS ネット 64 付加サービス（有料） 


なりわけサービスを利用できます 


なりわけサービスはこんな活躍をします！ 

登録した電話番号からの電話を呼び出し音で聞き分けられます。 



契約 


なりわけサービス（有料） 

発信者番号通知サービス（無料） 

※问丁丁との契約が必要です（発信者番号通知サービスは、ダイヤルインサービスを契約している場合のみ)。各サービス 
の内容について詳しくは、最寄りの NTT までお問い合わせください。 


本製品を利用するとさらに便利です！ 

なりわけする電話番号を登録することができます。 

なりわけサービスについて詳しくは、最寄りの NTT までお問い合わせください。 



電話機や FAX を使いましよう 
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使用するポートと番号を指定しましよう (ダイヤルインサービスや i • ナンバーを契約しているときのみ) 

なりわけサービスを契約した電話番号を登録し、ポートごとの画面で発信者番号を指定します。 


1なりわけサービスを契約した電話番号を、ダイ 
I ヤルイン登録番号◦〜3のいずれかに登録しま 
す0 


0^「電話番号を登録しましょう」 〈 P .101〉 


2 [アナログ設定]—[ポートごと]をクリック 
し、[アナログ設定（ポートごと)]画面を開き 
ます。 


3 電話番号の登録を行う電話機を、どのポートに 
つないでいるか確認します。 

そのポートの[発信者番号]欄で、なりわけサ 
_ビスを契約した番号を選択します。次の中か 
ら選びます。 

ダイヤルイン登録番号0 :なりわけサービスを 
契約した番号が「ダイヤルイン登録番号◦(契 
約者回線番号)」に登録されている場合に選び 
ます。 

※「契約者回線番号」は選択しないでください。 
ダイヤルイン登録番号1/2/3 :なりわけサー 
ビスを契約した番号が「ダイヤルイン登録番号 
1」〜「ダイヤルイン登録番号3」のいずれか 
に登録されている場合、該当する番号を選びま 
す0 


4 


[設定]ポタンをクリックします。 


以降は、設定を行ったポートにつないだ電話機を 
使って、なりわけしたい電話番号の登録•解除の 
操作を行えます。 

操作方法については、最寄りの NTT までお問い合 
わせください。 


m back 

ポート接続機器 

1 モデム/ FAX 啤能付電話 

INS ナンバーディスブレイ/オブシ ヨン 機能 

使用しない 

ダイヤル終了から発信までの 待ち時間 (桁 間 タイマ） 

[〇少 

|発信者番号 

|タイヤルイン登錄番号1 I 

兜1 岂有*号 通大 U 

NTT と©契約[こよる v 

内線呼び出し 音 

|呼び出し音2 v 

腿ボヶノ _信問始叫 
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STEP 

1 〇付録 


必要に応じてお読みください。 

本製品の設定は変更していないのに 

設定ページが開かないとき 142 

本製品の IP アドレスを変更したら 

設定ページが開かなくなったとき148 

LAN 上のパソコンの通信によって 
意図しない自動接続が起きるときは149 


そのほかのトラブル 151 

ルータ機能の設定を購入したときの 

状態に戻すには 156 

ファームウエアをアップデートするには157 
エラーコードー覧 158 

用語解説 160 

お問い合わせ先 162 

仕様 164 


本製品の設定は変更していないのに、 

設定ページが開かないとき 


設定ページを開くことができないときの対策について解説します。 


〇 IP アドレスを取得する設定になっているかどうか確認します 


※ここでは 、 Windows XP のダイアログを例に解説します。ほかの 0 S は「パソコンの準備をしましよう」 
< P .21> を参照してください。 


[スタート]—[コント □_) レパネ)レ]を選択し、[ネツトワークとインターネツト接続]をクリックします。 


[ネットワークとインターネット接続] 
ウインドウが表示されます。 


眩 3 2 



2 


[ネットワーク接続]をクリックします。 


方ィル©篇集®表示0¢ fc 気に WKtf ツール① tea 設定 <u> 

〇 ▼ 〇 ， 逢 | パ 吃. 画， 

从プ肚 

アドレス® |电私トワ- 5 贜 




1 & ホ-ム/小規棋ォフィス®ネ， ■ 

■ * トワ-5物トァ，プ邦 ■ 

| ^こ®ネットワ-クデバイス5無 ■ 




[ネットワーク接続] 
されます。 


ウインドウが表示 


3 


3 


[口ーカルエリア接続]を右クリックして、メニューから[プ□パティ]を選択します。 



[□_ カルエリア接続のプ□パティ]ダイアログが表示 
されます。 

[全般]タブが前面に表示されていることを確認します。 


瞭 4 


4 [インターネットプ□トコル ( TCP / IP )] を選択して、[プロパティ]ポタンをクリックし、 [ IP アドレス 
を自動的に取得する]が選択されているか確認してください。選択されていないときは選択してくださし V 



pr [ OK ] ボタンをクリックして、パソコンを再起動します。 
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© IP アドレスが正しく取得されているか確認します 


※ここでは 、 Windows XP のダイアログを例に解説します。ほかの OS の操作方法については 、 「Windows XP 
以外で、割り当てられた IP アドレスを確認するには」 〈 P .144〉 を参照してください。 


[スタート]一[コント□—ルパネル]を選択し、[ネットワークとインターネッ 
す0 



卜接続]をクリックしま 
卜接続] 


2 


[ネットワーク接続]をクリックします。 


方イル®編集© RSW ) お’気にツ-ル®詳 SU 設定砂ヘルプ砂 
G 蔚> ▼ 〇 ^ I . ：フォルダ fTTTl- 

アド I ‘ス®嗓ネ S " トワ'•ク播嫌 


I g| 祈しぃ播続を ff 成す5 
I d ホ-ム/小規棋ォフィス®ネク ■ 
■文トワ-55セットア! ■ 
I <こ®私トワ-5デ /W スを無 ■ 


れ LAN または高速イン il — ネ9卜 


tl 35 


•[ネットワーク接続]ウインドウが表示 
されます。 


3 


3 


[口ーカルエリア接続]を右クリックして、メニューから[状態]を選択します。 


[□_ カルエリア接続の状態]ダイアログが表示されます。 


鐘[サボ-トト 


-インターネットブ□卜: Ut CTCP/1P) 
アドレス ffilf 斑 


1 IP アドレス： 


192.168 .100.2 r 

サブネ，トマスク： 

255.255 .255.0 

デ方ルトゲ —K7i ィ： 

192.168 .100.1 


1詳画: — 1 


fj mm ® ] Y 



1[サボート]タブをクリックします。 

—— [ IP アドレス]で、 IP アドレスが n 92.168 .0 .xJ になつ 
ていることを確認します。（ X は1以外の任意の数字です) 

p 別の IP アドレスが表示された場合は、[修復]ポタンをクリッ 
J クしてください。 IP アドレスが再取得され、 「192.168.0_ x 」 


が表示されます。 

[ r 聞じ純） i | -暖4 



4 


[閉じる]ボタンをクリックします。 
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^^Point! 

◊ Windows XP 以外で、割り当てられた IP アドレスを確認するには 
• Windows 2000 のとき 

(1) [スタート]—[プログラム]-[アクセサリ]-[コマンドプロンプト]を実行します。 



• Windows 98 SE/Me のとき 

パソコンの電源が ON になっている場合は、しヽったん Windows を終了し、パソコンの電源を OFF にしてか 
ら、再度電源を ON にして、下記の作業をしてください。 

(1) [スタート]から[ファイル名を指定して実行]をクリックします。 

[ファイル名を指定して実行]ウインドウが表示されます。 


(2) [名前]欄に rwinipcfgj と入力し、 [0 K ] ボタンをク 
リックします。 


—— [ IP 設定]ウインドウが表示されます。 

(3) こ J ボタンをクリックします。 

表示されたリストから、お使いの LAN カード/ボー 
ドを選択します。 
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Ethernet アダプタ情報 


『Ethernet Adapter. 


アダプタアドレス 




I IP アドレス | 


- _ 

192 . 


'•マス 9 | 

デフオルトゲートウ; I イ f 


伽.伽.伽.11 

192.168 .0.1 


1_215_1 

m ^( s ) 11[ — 蓄糊！:迎 i| 

t ベて S 

醜）| 

すべて書き換え勉| 詳細 (M) » | 


— (4) IP アドレスが 「192.168.0_ x 」 になっていることを 
確認します（ X は1以外の任意の数字です）。 

「別の IP アドレスが表示された場合は、_放]ポタンをクリッ 
クしてから、[書き換え]ポタンをクリックし、 IP アドレ 
スが n 92.168 .0 .xJ になることを確認します。 


-(5) [0 K ] ボタンをクリックします。 





f しい設定を有効にす5には、コンビ： L 4を再起肋する必要があります。 

今すく..再起肋しますか？ 




(6) 再起動を促すメッセージが表示された場合は、[はい]ボ 
タンをクリックして、再起動します。 


• MacOSX のとき 

※表示される項目名は、 Mac OS X のバージョンによって異なります。 


(1) アップルメニューから[システム環境設定]を選択します。 

[システム環境設定]ウインドウが表示されます。 


(2) [ネットワーク]アイコンをクリックします。 

※ここに[ネットワーク]アイコンがない場合は、[す 
ベてを表示]アイコンをクリックします。 


eeo 

ISM 

すべて*表示 

a 

ディスフレイ 

丁 ) 

ステム環*設 

園 

K « r | イスク 

• 

C 

ColorSync 

i う設定を上®ツ_ 

H 

ルバ _K ドラツ 

Q 

QuickTime 

1— - 

インターネット 

キーポ_ド 

為 

サウンド 

m 

スク•■(...セー;て 

| 

スピーチ 

卜 

Qi 

デイスブレイ 


% 

丄 

ユーサ 

□ グイン 

-« 

m 

地! 

B 付と時刻 

9 

省エネルギー 

■ 

起動ディスク 




^ 0 S 

サウンド ネットワーク 起 B ディスク 


設定：内思 Ethernet _ 


"DHCP サーパを#照_ 

_ ドメインネームサーパ（オプシヨ: 




(3) 変*できないよう K す* Ktt カギをクリックします。 


[ネットワーク]ウインドウが表示されます。 


-(3)[設定]で、[(内蔵） Ethernet ] を選択します 0 


h ⑷ [ TCP / IP ] タブをクリックし、 [IP アドレス]に表示 
されている IP アドレスが r 192.168 .0 .xJ になって 
いることを確認します（ X は1以外の任意の数字です)。 
別の IP アドレスが表示された場合は、 Macintosh を再起動し 
てください。正しい IP アドレスが自動取得されます。 

-(5)クローズボタンをクリックして、ウインドウを閉じます。 



• MacOS 9 のとき 

※表示される項目名は、 Mac OS 9のバージョンによって異なります。 


(1) アップルメニューから[コント□—ルパネル]の [ TCP / IP ] を選択します。 

| H | - M TCP/,P^B - Zj - 「 TCP / IP 1 ウインドウが表示されます 0 


g 定方法： GdHCP サーパを参照 


255.255.2550 
192.168 .0.1 


囫 


-(2)[経由先]で [ Ethernet ] を選択し、 [IP アドレス]に 
表示されている IP アドレスが r 192.168 .0 .xJ になつ 
ていることを確認します（ X は1以外の任意の数字です)。 

別の IP アドレスが表示された場合は、 Macintosh を再起動して 
ください。正しい IP アドレスが自動取得されます。 

-(3)クローズボックスをクリックして、ウインドウを閉じ 
ます。 
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〇 Web ブラウザの設定を確認します 

※ここでは、 Web ブラウザとして Internet Explorer 6を使用する場合の操作方法と設定内容を解説し 
ます 。 Internet Explorer 6以外の Web ブラウザを使用する場合は、その Web ブラウザで同様の操作•設定 
を行ってください。 


Web ブラウザを起動し、[ツール]メニュ ー- ^ [インターネットオプション]を選択します。 

[インターネットオプション]ダイアログが表示されます。 


2 


[接続]タブをクリックします。 

[ダイヤルアップと仮想プライべ一トネットワークの設定]に、接続が追加されている場合は、[ダイヤル 
しない]を選択します。 


全般セキュリティブライパシーコンテンツ ^ ブ□グラム詳紬設定 

%總敎■觀激 t ' 硕涵 

_9イ¥ル7?プと艇打ライべ-トネ9トワ-⑽殺定⑽ 

丨摹 {F イヤルアツブ招筏诹定） 1 [ 追加®-. 


」匚淨脚© 


■加;■■ぁ刪、 
® タイ V ル！^い©, 

〇聯の接！^イヤルす 5® 


匚設定®… 


-[ダイヤルしない]を選択します。 


カルエリアネ9トワ-ク （ LAN ) ©設定 


} レ飄はの織纖驟脱れ編.イヤ卜 


3 


1匚キャンセル1 [ 獅⑻ 


〇 [ LAN の設定]ポタンをクリックします。 

[□— カルエリアネットワーク （ LAN ) の設定]ダイアログの[プロキシサーバー]で、 [ LAN にプロキシ 
サーバーを使用する]のチェックを外します。 


[ LAN にプ□キシサーノを使用する]のチ エツ 
クを外します。 

ts =4 


自勅楢成 

自助搞成にサ5と、手肋によ5設定_事項を上書き•埔合がありま言。手助によ2> 
設定事項を確保す5■には、自肋構是を使用不■可にしてくた’さい。 

□ SS 宝を自 《) 的に検出す純） 

□自肋搞成ス5リブトを使用す 5© 




る IC れら炫傾がイ V 抑ッ为たは VPN 


h ° K 11 


4 

5 


[ OK ] ボタンをクリックして、ダイアログを閉じます。 


Web ブラウザを起動し、 「 http :// 192.168.0.1/」と入力し、 [ Enter ] キーを押します。 

本製品の設定ページが表示されます。 


それでも、設定ページが表示されない場合は、次の手順に進んでください。 
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〇 ping を入力して、パソコンと本製品が通信しているか確認してみます 


1[スタート]メニュ-[すべてのプ□グラム]—[アクセサリ]—[コマンドプ□ンプト]を選択して、 
I MS - DOS コマンドプ□ンプトの画面を開きます。 

※ Windows 2000 :[スタート]メニュ ー- -[プログラム]—[アクセサリ]—[コマンドプ□ンプ H 
※ Windows 98 /Me :[スタート]メニュ ー- -[プログラム]— [ MS - DOS プロンプト] 

※ Mac 〇 SX :[ターミナル]アプリケーション 、 Mac OS 9 :フリーウェア等をお使いください。 


L 口 X 


ylicrosoft Windows XP [Version 5.1.2600] 
(C) Copyright 1985-2001 Microsoft Corp. 

D：¥Documents and Settings¥Use「>■ 


2 「>」のあとに、 「 ping 192.168 .0.1 J と入力します。 （> の左側に表示されている文字は何でも構いませ 

ん） 


C:¥WINDOWS>ping 192.168 .0.1 


〇パソコンと本製品が正しく通信しているかどうかが、 MS - DOS プロンプトの画面に表示されます。 

• 正しく通信しているとき 


C:¥WINDOWS>ping 192.168 .0.1 
Reply from 1 92. 168.0.1 :bytes=32 
time=8ms TT し =63 

パソコンと本製品が正しく通信しているにもかかわらず設定べージが開けない場合、本製品の故障が考 
えられます。 MN テクニカルセンタ < P .162> まで連絡してください。 

• 正しく通信していないとき 

C:¥WINDOWS>ping 192.168 .0.1 
Request timed out 

このように表示される場合は、次のことを確認してください。 

•本製品の LAN ポートに LAN ケーブルを接続していますか？ 

間違って ISDN ケーブルを接続していませんか？ 

本製品や LAN 上のバソコンの LAN ポートに、 LAN ケーブルが正しく接続されているか確認してください。 
※ LAN ケーブルが正しく接続されているかどうかは、本体前面のランプ （ LAN < 緑 >) で確認できます。 
点灯していないときは MN テクニカルセンタ 〈 P .162〉 まで連絡してください。 

点灯している場合は、 Web ブラウザのアドレス欄に 「 http :// 192.16 8. 0.1/」と入力し、 [ Enter ] キ 
一を押して、設定ページを開いてください。それでも、設定ページが表示されない場合は、次の手順に 
進んでください。 



4 本体前面のランプ （ LAN く緑 >) に注目しながら、 MS - DOS プロンプトの画面で 「 ping 192.168 .0.1 J 
と入力し、 [ Enter ] キーを押します。 

• ランプが点滅したとき 

本製品と正しく IP 通信を行っています。この場合は、次の手順に進んでください。 

• ランプが点灯したままのとき（点滅しないとき） 

本製品と正しく IP 通信を行っていません。ヶーブルの断線、本製品またはパソコンの故障などが考えら 
れます。 MN テクニカルセンタ 〈 P .162〉 まで連絡してください。 


5 ランプが点滅したのに、 ping を入力しても正しく通信されていないときは、ルータ機能の設定を購入時の 
状態に戻してくださし、。「ルータ機能の設定を購入したときの状態に戻すには」 〈 P .156〉 を参照してくだ 
さい。そのあと、もう一度手順1から操作をやり直してください。 
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本製品の IP アドレスを変更したら、 

設定ページが開かなくなつたとき 


設定ページの URL を確認してください 


1本製品の IP アドレスを変更した場合は、 「 http ://」 のあとに、本製品に割り当てた IP アドレスを入力しま 
I す。例えば n 92.168 .100.1 J を割り当てた場合は、 「 http :// 192.168.100.1」と入力する必要があ 
ります。 


それでも開かない場合は、次へ進んでください。 


パソコンに正しい IP アドレスが割り当てられているか確認してください 

1 r Q ip アドレスが正しく取得されているか確認します」 〈 p . i 43> と同じ方法で、パソコンの ip アドレ 
I スを確認します。 




I \±i&~\ w-TI 

- イン$-ネ外プ0卜]ル acp/ip) 


ァドレスの棰掛 

自肋プライべ-トァドレス 

ip アドレス： 

19Z1 68.1002 

サブネ，トマスク 

255255255.0 

デフォルトザ-トウIイ： 

192.168 .100.1 


f©s© ] 


匸 gabs©) | 


パソコンに設定されている IP アドレスが正しいかどうか確認します。 

※設定されている IP アドレスは、本製品と同じサブネットの IP アドレスでなければなりません。 

※本製品の DHCP サーバ機能を使用せず、複数のパソコンに IP アドレスを手動で設定するときは、それぞ 
れのパソコンで重ならないように設定しているかどうか確認してください。 


3 本製品の DHCP 機能を使用して IP アドレスを取得する場合は、「@ IP アドレスが正しく取得されている 
か確認します」 〈 P .143〉 に従って、 IP アドレスを取得し直してください。 

※本製品の DHCP サーバ機能を使用せず、手動で IP アドレスを指定する場合は、本製品に割り当てた IP 
アドレスと同じサブネットワークアドレスの範囲で正しく設定し直してください。 

それでも開かない場合は、次へ進んでください。 


DHCP サーノ（機能が正しく設定されていない可能性があります 


1 本製品の IP アドレスを変更した場合で、本製品の DHCP サーバ機能を使用する場合、パソコンに割り当て 
I る IP アドレスを、本製品の IP アドレスと同じサブネットワークアドレスの範囲内で指定しなければなりま 
せん。 

DHCP サーノ（機能の設定を正しく行わなかった場合、以下のどちらかの方法で対処してください。 

(1) パソコン側のネットワークの設定画面で、手動で IP アドレスを設定してから設定ページを開いてくだ 
さし、（設定する IP アドレスは、本製品の IP アドレスと同じサブネットワークアドレスで指定してく 
ださい） 

(2) 「ルータ機能の設定を購入したときの状態に戻すには」 〈 P .156〉 を参照して、設定を初期化してか 
ら、再度、初めから設定をやり直してください。 
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LAN 上のパソコンによって意図しない自動接続が起こるときは 


自動接続をしないように設定します 

自動接続を行う設定にしている場合、 Web ブラウザで URL を指定するだけで ISDN 回線を介してプ□バ 
イダに接続され、課金されます。 

自動接続を止めるときは、[詳細設定]—[自動接続相手先]で[なし]を選択してください。 


ネットワークの設定や運用を確認します 

ネットワークの設定内容、運用やパソコンにインストールされているソフトウェアの設定などによって、 
回線が長時間接続されていたり、意図しない自動接続が行われてしまうことがあります。次の点に注意し 
てください。 


◎ すでに稼働している LAN に本製品を導入するとき 

すでに稼働している LAN に本製品を導入するときは、必ず LAN と同じサブネットの IP アドレスを本製品に設 
定してください。本製品の IP アドレスを変更する方法について詳しくは、活用ガイド〜中 • 上級編「既存の 
LAN 環境で使用する （2) 本製品の IP アドレスを変更して導入する」 （ PDF ファイル）を参照してください。 

◎定期的に回線を接続して通信を行うソフトウェアを、 LAN 上のパソコンにインストールしている 
とぎ 

LAN 上のパソコンに、定期的に回線を接続して通信を行うソフトウェアをインス!ルしていると、意図しな 
し)ときに回線が接続されることがあります。 

Web ブラウザなどの通信ソフトウェアを使用する際は、十分注意してください。特に 「Microsoft Internet 
Explorer ( Windows 用)」をインス! -- ルしている場合は、次の点に注意してください。 

• Active Desktop を Web ぺージとして表示する際、[購読の更新方法]で「スケジュール」を選択している 

+日ム 

场口 

「Microsoft Internet Explored を起動しなくても、定期的にインターネットにアクセスします。本製品 
で自動接続を行う設定にしているときは、この定期的なアクセスによって自動的に回線が接続され、課金さ 
れてしまいます。 

• [お気に入り]にページを追加する際、「購読する」に設定している場合 
「Microsoft Internet Explored を起動すると、定期的にインターネットにアクセスします。本製品で自 
動接続を行う設定にしているときは、この定期的なアクセスによって自動的に回線が接続され、課金されて 
しまいます。 

「Microsoft Internet Explorer （ Windows 用)」のヘルプを参照してください。 

◎ 接続している相手先が回線上で通信しているとき 

接続している相手先の通信状態によっては、自動切断タイマを設定していても正しく回線が切断されないこと 
があります。 

◎ リモートアクセスされているとき 

接続している相手先の通信状態によっては、自動切断タイマを設定していても正しく回線が切断されないこと 
があります。 




接続状況をこまめに確認してください 

本製品を設置したあとは、必ず設定ページ[切断/接続状況]の画面、[情報表示（通信料金)]画面、あるいは 
本体前面のランプを確認してください。 

意図しない自動接続が行われている場合は、次ページの操作を行ってください。 


接続制限機能を設定します 

詳細設定ページの接続/相手先登録の画面で、自動接続制限機能を設定すると、自動接続する時間帯を制限したり、 
一定回数や一定料金を超える自動接続を制限したりすることができます。 
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意図しない自動接続が起きないようにするには 

〇自動接続の原因となる通信を行っているパソコンを限定する 
1 WWW ブラウザを起動し、本製品の設定ページを開きます。 

〇 メニューから[詳細設定]—[情報表示]—[接続/切断□グ]を選択します。 

[情報表示（接続/切断ログ)]画面が表示されます。 

〇 「ルータ発信」という項目で、「トリガバケツト」という文字が入っているログを探します。 

この例では、「192.1 68.0.3 のパソコンが、1721 6.0. 129のパソコンに UDP ( ntp ) の通信を行おう 
として自動接続が起きた」とい5ことを表しています。 

この場合、1 92.1 68.0.3 のパソコンの設定を確認してください。 


ルータ ( 自動 ) 発信 [B1]: 番号 [031 2345678] トリガパヶット [UDP 
192.1 68.0.3/ntp-> 172.1 6.0.129/ntp] 


「卜 1 」ガノ V 。ケット [XX XXX . XXX . XXX.XXX / XX --〉」の XXX . XXX . XXX . XXX の IP アドレスを設定さ 
れているパソコンが、自動接続の原因となる通信を行っています。 


Q 限定されたバソコンが通信を行わないようにフィルタを設定する 
1 Web ブラウザを起動し、本製品の設定ページを開きます。 


2 

3 


メニューから[詳細設定]—[ルータ設定]— [ LAN ] をクリックします。 


[IP フ イ ルタ登録] コマン ドをオプシヨ ン 欄に入力します。 

この例は、192.168 .0.3 のパソコンが、 172.1 6.0.1 29のパソコンに UDP ( ntp ) の通信を行おうと 
して自動接続が起きている場合に設定するフイルタです。 

ip filter 1 restrict out 1 92.168.0.3 * udp ntp ntp remote * 


※フィルタについて詳しくは、活用ガイド〜中•上級編 「 IP フィルタを設定する」 （ PDF ) を参照してくだ 
さい0 


4 


[設定]ボタンをクリックします。 
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そのほかのトラプル 


※トラブルの解決方法は、活用ガイド （ PDF ファイル）にも 
記載されています。ここに記載されていない場合は参照し 
てください。 


本製品全体 

◎本製品の電源を ON にしたとき、 B 1 と B 2 のランプが同 
時に点滅している 

— ブロードバンドだけを利用するときなど ISDN 回線を利 
用しないときは、必ず B 1 と B 2 のランプが同時に点滅 
し、一定時間後に消えます。本製品に異常はありません。 
- ISDN 回線を利用するときに日1と日2ランプが同時に 
点滅するときは、正しく回線に接続されていないことを 
示します。「本製品を設置しましよう」 < P .27> を参照 
しながら次の点を確認してください。 

—本製品の DSU を使う場合 、 ISDN ( U 点）ケーブル 
が抜けていないか確認してください。 

—ほかの DSU を使う場合（本製品の DSU を使わない 
場合 ）、 ISDN ( S / T 点）ケーブルが抜けていないか 
確認してください。 

—ケーブルの接続が間違っていないか確認してくださ 
い0 

—終端抵抗 （ TERM ) が正しく設定されているか確認し 
てください。 

— DSU スイッチ （DSU ON / OFF ) が2つとも正しく 
設定されているか確認してください。 

—上記以外の場合は、 MN テクニカルセンタまでご連絡 
ください。 < P .162> 

◎[情報表示（通信料金)]画面の内容と実際に請求された 
金額が違ろ 

— 通信料金に小数点以下の端数がある場合は、 ISDN 回線 
網から切り上げて通知されるため、[通信料金]画面に 
正しい通信料金が表示されません。 

— 次の場合は、 ISDN 回線網から料金情報が通知されない 
ため、[通信料金]画面に正しい通信料金が表示されま 
せん。ご注意ください。 

• NTT 東日本/ NTT 西日本以外の電話会社を利用した 

口 

• 各電話会社の料金割引サービスを利用した場合 

• PHS 電話機に発信した場合 

• PHS 電話機を利用した機器に PIAFS で発信した場合 

• PHS 電話機を利用した機器からのアクセスを受信し 
た際に、本製品からコールバックした場合 

• PHS 電話機を利用した機器からのアクセスを受信し 
た際に、本製品からコールパックした場合 

• WAN ポートを使ってプ□バイダに接続した場合 

• FOMA / PHS / モデムの対応 PC 力ードを使用して発 
信した場合 

◎本製品の設定ができない/通信できない 
— 本製品の電源が ON になっていることを確認してくださ 
し、。 < P .31> 

— 本製品と LAN 上のパソコンが正しく接続されているこ 
とを確認してください。 〈 P .29> 

— パソコンの TCP / IP 関連の設定は正しいですか？ 
< P .22> 


—設定ページで設定するときにエラーが表示されていませ 
んか？ < P .159> 

—設定ページは表示できますか？ 

お使いの Web ブラウザのノジョンを確認してくださ 
し、。バージョンによっては、設定ページを表示できない 
ことがあります。 〈 P .20> 

また、 Web ブラウザの[オプション]メニューなどで、 
「プロキシサーバ（あるいはプ□クシ）を使用しない」 
ように設定してください。 〈 P .20> 

上記の設定を行っても設定ページを表示できない場合 
は、ルータ機能に関する設定を消去してください。ルー 
夕機能に関する設定の消去について詳しくは、「ルータ 
機能の設定を購入したときの状態に戻すには」 < P .156> 
を参照してください。それでも表示できない場合は、 
MN テクニカルセンタ 〈 P .162〉 までご連絡ください。 
—ISDN 回線を利用する場合に、本製品の電源を ON にし 
たとき、巳1と巳2のランプが同時に点滅していません 
か？ 

点滅するときは、「本製品の電源を〇 N にしたとき、巳1 
と日2のランプが同時に点滅している」（上記）を参照し 
てください。 

—[情報表示（接続/切断ログ)]画面を確認してくださ 
し、。履歴は表示されていますか？ 

エラーが表示されるときは、「設定ページのエラーー覧」 
を参照して対処してください。エラーや履歴が表示され 
ないときは、以下を参照して対処してください。 


ルータ 機能 ( LAN ) 

◎プ□パイダに接続できない 

—プ□バイダとの契約が済んでいない場合や、工事が完了 
していない場合は接続できません。 

—送信ユーザ ID • 送信パスワードが間違っていないか確認 
してください。送信パスワードは、大文字•小文字が区 
別されます。正しく入力し直してください。 

—ブロードバンドを利用して PPPoE 接続する場合、送信 
パスワードには 「 xxxx @ xxxx . ne . jp 」 などの形式で入力 
して < ださい。 

—バソコンの TCP / IP 関連の設定は正しいですか？ 

詳細設定ページ[接続/相手先登録]画面の [ DNS サー 
バアドレス]にプ□バイダの DNS サーバアドレスが入 
力されていない場合は、入力してください。 

— Web ブラウザ、メールソフトなどの設定は正しく行っ 
ていますか？ 

— ISDN 回線の場合、次の点を確認してください。 

— プロバイダの電話番号が間違っていないか確認してく 
ださい。 

—本製品の DSU を使う場合 、 ISDN ( U 点）ケーブル 
が抜けていないか確認してください。 〈 P .28> 

— ほかの DSU を使う場合（本製品の DSU を使わない 
場合 )、 ISDN ( S / T 点）ケーブルが抜けていないか 
確認してください。 〈 P .28> 

- ISDN 回線の B チャネルは空いていますか？ 

— プロバイダなど、相手先の ISDN 回線の B チャネルが 
空いていない（通信中）かもしれません。 

しばらく時間を置いてから、再度接続してください。 
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4 詳細設定ページ[情報表示（接続/切断ログ)]画面を 
確認してください。 

エラーが表示されているときは、「設定ページのエラー」 
< P . l 59) を参照して対処してください。 

— アクセスポイントの回線速度を確認してください。本 
製品が接続できるのは、同期 64 Kbps 、 同期 
128 Kbps、PIAFS 32 Kbps、PIAFS 64 Kbps 、 
PIAFS Ve 「2_ 1 です 0 

詳細設定ページ[接続/相手先登録]画面の[相手先 
電話番号]で、その回線速度に対応している電話番号 
を設定していますか？ 

— ISDN 回線を利用している場合、発信は、3分間に3 
回だけ可能です。3分経過してから、もう一度発信し 
てください。 

◎ブ□ー ドバンド接続ができない 
—「情報表示（接続/切断ログ)」画面を確認してください。 
履歴は表示されていますか？ 

エラーが表示されるときは、「設定ページのエラー」 
< P .159> を参照して対処してください。エラーや履歴 
が表示されないときは、以下を参照して対処してくださ 
い0 

—「接続/相手先登録」画面の「送信ユーザ ID 」 が正しい 
か確認してください。 

—「接続/相手先登録」画面の「送信パスワード」が正し 
し、か確認してください。 

—「接続/相手先登録」画面の「認証プ□トコル」が正し 
いか確認してください。 

—「接続/相手先登録」画面の「暗号化」が正しいか確認 
して <ださい。 

—ブロードバンド接続には 、 「PPPoE (端末型 )」 「PPPoE 
( LAN 型)」 「 DHCP 」「 Static 」 の異なる設定方法があり 
ます。プ□バイダの契約（接続形態）と設定している画 
面が一致していますか？ 

—本製品前面の WAN のランプを確認してください。 
点灯していない場合は、ケーブルが外れているか、ケー 
ブルが切断されている場合があります。 

— PPPoE ランプを確認してください。 

クイック設定で PPPoE を設定した場合、もしくは詳細 
設定で通信チャネルを 「PPPoE (ランプ点灯)」で設定 
した場合は、 PPPoE ランプが点灯します。点灯しない場 
合は「送信ユーザ ID 」 「送信パスワード」などの設定を再 
確認してください 

—プ□ノ （ イダの工事は終了していますか？ 

契約を申し込んでから、工事が完了するまで日数がかか 
る場合があります。申し込んだプ□バイダに確認してく 
ださい。 

—クイック設定をしたあと、別のクイック設定をしません 
でしたか？ 

「クイック設定」ページの [PPPoE (端末型）]、 
[PPPoE (LAN 型] [ DHCP ] [ Static ] [端末型ダイヤ 
ルアップ][フレッツ • ISDN ] の各画面は、詳細設定べ 
ージの「接続/相手先登録」画面の各相手先番号と共通で 
す。1つの画面で設定を変更すると、他の画面の設定も 
同じように変更されます。 

◎自動接続できない 

—詳細設定ページ[自動接続相手先]画面の相手先を変更 
しませんでしたか？ 


[自動接続相手先 1] で、自動接続したい相手を選択し 
てください。 

— 詳細設定ページ[接続/相手先登録]画面の[時間帯に 
よる制限]を[以下の時間帯のみ自動接続可能]に設定 
していませんか？ 

この場合、設定している開始時刻から終了時刻までの時 
間帯しか、自動接続できません。 

— 詳細設定ページ[情報表示（接続/切断ログ)]画面を確 
認してください。 

エラーが表示されているときは、「設定ページのエラー」 
< P .159> を参照して対処してください。 

— 詳細設定ページ[情報表示（自動接続制限)]画面を確認 
してください。 

[再接続制限]の欄に「禁止中」と表示されているとき 
は、活用ガイド〜初級編「自動接続制限状況を見る/制限 
を解除する」 （ PDF ファイル）を参照して対処してくだ 
さい。 

◎回線が切断されてしまう 

— ISDN 回線の端末型ダイヤルアップ接続では、一定時間 
アクセスがないと、本製品は自動的に回線を切断します。 
出荷時の設定では、150秒間アクセスがないと回線が切 
断されます。自動切断までの時間を変更したいときは、 
詳細設定ページ[接続/相手先登録]の[自動切断タイ 
マ 1] の時間を変更してください。 

— 詳細設定ページ[接続/相手先登録]画面の[使用する 
タイマ]を「タイマ1、以下の時間帯のみタイマ2に変 
更」に設定し、[終了時刻で強制切断]をチェックしてい 
ませんか？ 

この場合、設定している終了時刻になると同時に、自動 
的に回線が切断されます。 

— 詳細設定ページ[接続/相手先登録]画面の[時間帯に 
よる制限]を[以下の時間帯のみ自動接続可能]に設定 
し、[終了時刻に強制切断]を[する]に設定していませ 
んか？ 

この場合、設定している終了時刻になると同時に、自動 
的に回線が切断されます。 

◎相手先の設定が勝手に変わってしまう 
—クイック設定ページで設定した相手先は、[詳細設定]の 
[接続/相手先登録]に反映されます。反映先は、「クイッ 
ク設定•詳細設定の対応表」 〈 P .44> を参照してくださ 
い0 

クイック設定の[以下の内容で設定を行う]欄のチェッ 
クボックスの右側に、反映される相手先の番号が表示さ 
れているので、確認してください。また、「設定済」と表 
示されているときは、すでに設定が書き込まれているこ 
とを示しています。設定済みにも関わらず設定を行うと、 
あとから設定した方が有効になるので、ご注意ください。 

◎ FTP ソフトでファイルの送受信ができない 
— 次のように、 FTP ソフトの設定を 「 PASV モード」に変 
更してください。 

.Windows 用 NextFTP ( ver .1.91) の場合 

[オプション]—[ファイ ヤーウオール （プロキシ)]夕 
ブで [ PASV モード]をチェックします。 

- Macintosh 用 Fetch ( ver .3.0.3 J 2) の場合 
[初期設定]— [ Firewall ] で[パッシブモード転送 
( PASV ) を使う]をチェックします。 
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アナ□グ機器 

◎電話をかけたり、受けたりすることができない 

— 本製品の電源を ON にしたときに、巳1、 B 2 のランプが 
同時に点滅していませんか？ 

点滅するときは、「本製品全体」の「本製品の電源を ON 
にしたとき、 B 1 と巳2のランプが同時に点滅している」 
を参照してください。 

-「 ISDN サービスは申し込みましたか？」 〈 P .62> の内 
容どおりに INS ネット64の契約をしているか確認して 
<ださい。 

— 本製品の DSU を使う場合 、 ISDN ( U 点）ケーブルが抜 
けていないか確認してください。〈巻頭ページ〉 

- ほかの DSU を使う場合（本製品の DSU を使わない場 
合 )、 ISDN ( S / T 点）ケーブルが抜けていないか確認し 
てください。 < P .28> 

— アナログ機器と本製品の TEL ポートが正しく接続されて 
いるか確認してください。 〈 P .29> 

- ISDN の巳チャネルが2本とも使用されていませんか？ 

◎電話をかけることができない 

—) (ルスダイヤル式の電話機などを使用していませんか？ 
アナログ機器はプッシュボタン式を使用し、その機器の 
切替スイッチを rPBj または「 I -- ン」に設定してく 
ださい。 

◎電話を受けることができない 

— 着信ポートの設定内容を確認してください。（「ダイヤル 
イン登録番号ごとに着信ポートを設定する」 〈 P .104〉 
参照） 

4サブアドレスの登録内容を確認してください。（「電話機 
と FAX を区別する番号を付けられます（サブアドレス)」 
< P . l 12> 参照） 

— グローバル着信の設定内容を確認してください。（「ダイ 
ヤルイン登録番号ごとに着信ポートを設定する」 〈 P . 
1 04) 参照） 

◎呼び出し音が鳴らない 

— 着信ポートの設定内容を確認してください。（「ダイヤル 
イン登録番号ごとに着信ポートを設定する」 〈 P .104〉 
参照） 

— サブアドレスの登録内容を確認してください。（「電話機 
と FAX を区別する番号を付けられます（サブアドレス)」 
< P . l 12> 参照） 

— ポート接続機器の設定が「サイレント FAX 2」 になって 
いませんか？ （「 TEL ポートの機器を指定する」 < P .93> 
参照） 

— 外線呼び出し音の設定が「無鳴動着信」になっていませ 
んか？（「電話の呼び出し音を変更する」 〈 P .1 05> 参照） 

◎擬似キャッチホン機能（マルチアンサー）が使えない 

— マルチアンサーを利用する設定になっていますか？ 
(「通話中に他の電話を受けられます（擬似キャッチホ 
ン)」 < P .107> 参照） 

— 話中着信をする設定になっていますか？（「通話中に他 
の電話を受けられます（擬似キャッチホン)」 < P .107> 
参照） 

— ポート接続機器の設定が、「ファクシミリ」になってい 
ませんか？ （「 TEL ポートの機器を設定する」 < P .93> 
参照） 


— ISDN の B チャネルをデータ通信で2本とも使用してい 
ませんか？ 

◎擬似着信転送機能が利用できない 
—擬似着信転送をする設定になっていますか？（「かかっ 
てきた電話を転送できます（擬似着信転送)」 < P . l 11> 
参照） 

—ダイヤルインの設定は、着信転送する設定になっていま 
すか？（「かかってきた電話を転送できます（擬似着信 
転送)」 < P . l 11> 参照） 

—転送先の電話番号は正しいですか？ （ 「かかってきた電 
話を転送できます（擬似着信転送)」 < P . l 11> 参照） 

— ISDN の B チャネルを1本でも使用していませんか？擬 
似着信転送ができるのは、巳チャネルが2本とも空いて 
いるとぎだけです。 

◎通話中発信機能が利用できない 
—通話中発信をする設定になっていますか？（「通話中、 
他の相手に電話をかける（通話中発信)」 〈 P . 109〉参照） 
— 通話中発信をするポートには電話機を接続していますか？ 
—通話している以外のチャネルを、別の通話やデータ通信 
で使用していませんか？ 

◎ i •ナンパーを利用した鳴り分けができない 
—i •ナンバーの契約（有料）をしましたか？ 

詳しくは最寄りの NTT までお問い合わせください。 

—i .ナンバーを利用する設定になっていますか ？ （「i • 
ナンパーを利用できます」 〈 P .121〉 参照） 

—カスタマイズモードで利用する設定にしている場合、着 
信ポートの設定を行っていますか ？ （「i •ナンバーを利 
用でぎます」 < P _121> 参照） 

— 3 つの電話番号を使う場合、カスタマイズモードで利用 
する設定にしていますか ？ （「i •ナンバーを利用できま 
す」 〈 P .121〉 参照） 

◎キャッチホン（コールウェイティング）ができない 
—キャッチホン（コールウェイティング）の契約（有料） 
をしましたか？ 

詳しくは最寄りの NTT までお問い合わせください。 

— 通信中着信通知サービスの契約（無料）をしましたか？ 
詳しくは最寄りの NTT までお問い合わせください。 

—キャッチホン（コールウェイティング）を利用する設定 
になっていますか？（「キャッチホン（コールウェイテ 
ィング）を利用する」 〈 P .124〉 参照） 

—マルチアンサーを利用する設定になっていませんか？ 
(「通話中に他の電話を受けられます（擬似キャッチホ 
ン)」 < P .107> 参照） 

—通話中発信をする設定になっていませんか？（「通話中、 
他の相手に電話をかける（通話中発信)」 〈 P . 109〉参照） 
—話中着信をする設定になっていますか？（「キャッチホ 
ン（コールウェイティング）を利用する」 〈 P .124〉 参 

昭〉 

—ポート接続機器の設定が、「ファクシミリ」になってい 
ませんか？ （「 TEL ポートの機器を指定する」 〈 P .93> 
参照） 

◎三者通話ができない 
—三者通話の契約（有料）をしましたか？ 

詳しくは最寄りの NTT までお問い合わせください。 

—三者通話を利用する設定になっていますか？（「三者通 
話を利用する」 < P .126> 参照） 



—マルチアンサーを利用する設定になっていませんか？ 
(「通話中に他の電話を受けられます（擬似キヤッチホン)」 
< P .107> 参照） 

—通話中発信をする設定になっていませんか？（「通話中、 
他の相手に電話をかける（通話中発信)」 < P .109> 参照） 

◎通信中転送ができない 
— 通信中転送の契約（有料）をしましたか？ 

詳しくは最寄りの NTT までお問い合わせください。 

— 通信中転送を利用する設定になっていますか？（「通信中 
転送を利用する」 〈 P .129〉 参照） 

—マルチアンサーを利用する設定になっていませんか？ 
(「通話中に他の電話を受けられます（擬似キヤッチホン)」 
< P .107> 参照） 

—通話中発信をする設定になっていませんか？（「通話中、 
他の相手に電話をかける（通話中発信)」 < P .109> 参照） 

◎着信転送ができない 
—着信転送の契約（有料）をしましたか？ 

詳しくは最寄りの NTT までお問い合わせください。 

—通信中着信通知サービスの契約（無料）をしましたか？ 
詳しくは最寄りの NTT までお問い合わせください。 

— 着信転送を利用する設定になっていますか？（「着信転送 
を利用する」 〈 P .132〉 参照） 

—ダイヤルインの設定は、着信転送する設定になっていま 
すか？（「着信転送を利用する」 < P .132> 参照） 

—転送先の電話番号は正しいですか？（「着信転送を利用す 
る」 〈 P _132> 参照） 

— 擬似着信転送をする設定になっていませんか？（「かかっ 
てきた電話を転送できます（擬似着信転送)」 < P . l 11> 
参照） 

◎ INS ボイスワープサービス/マジックボックスが利用でき 
ない 

— INS ボイスワープサービス/マジックボックスの契約（有 
料）をしましたか？ 

詳しくは最寄りの NTT までお問い合わせください。 

—ダイヤルイン契約をしている場合、発信者番号通知サー 
ビスの契約（無料）をしましたか？ 

詳しくは最寄りの NTT までお問い合わせください。 

—ダイヤルインまたは i • ナンバーの契約をしている場合、 

INS ボイスワープサービス/マジックボックスの契約をし 
た契約者回線番号およびダイヤルイン番号を登録しまし 
たか？ （「 INS ボイスワープサービス/マジックボックス 
を利用できます」 < P _133> 参照） 

—ダイヤルインまたは i • ナンバーの契約をしている場合、 
カスタマコント□ールの操作を行う電話機が接続されて 
いるポートの発信者番号を正しく設定しましたか？ 
(「 INS ボイ スワーブサー ビス/マジックボックスを利用で 
きます」 〈 P .133〉 参照） 

◎なりわけサービスが利用できない 
—なりわけサービスの契約（有料）をしましたか？ 

詳しくは最寄りの NTT までお問い合わせください。 

—ダイヤルインの契約をしている場合、発信者番号通知サ 
—ビスの契約（無料）をしましたか？ 

詳しくは最寄りの NTT までお問い合わせください。 

—ダイヤルインの契約をしている場合、なりわけサービス 
の契約をした契約者回線番号およびダイヤルイン番号を 
登録しましたか？（「なりわけサービスを利用できます」 


< P .139> 参照） 

- ダイヤルインの契約をしている場合、カスタマコントロ 
ールの操作を行5電話機が接続されているポートの発信 
者番号を正しく設定しましたか？（「なりわけサービスを 
利用できます」 〈 P .139〉 参照） 

◎迷惑電話おことわりサービスが利用できない 
— 迷惑電話おことわりサービスの契約（有料）をしました 
か？ 

詳しくは最寄りの NTT までお問い合わせください。 

— ダイヤルインの契約をしている場合、発信者番号通知サ 
—ビスの契約（無料）をしましたか？ 

詳しくは最寄りの NTT までお問い合わせください。 

— ダイヤルインの契約をしている場合、迷惑電話おことわ 
りサービスの契約した契約者回線番号およびダイヤル 
イン番号を登録しましたか？（「迷惑電話おことわりサー 
ビスを利用できます」 〈 P .135〉 参照） 

— ダイヤルインの契約をしている場合、迷惑電話の登録- 
解除の操作を行5電話機が接続されているポートの発信 
者番号を正しく設定しましたか？（「迷惑電話おことわり 
サービスを利用でぎます」 〈 P .135〉 参照） 

— 迷惑電話を受けた後、電話を切ってから60秒以内に登 
録の操作をしましたか？ 

60秒を過ぎると迷惑電話の登録はできません。 

— 6◦秒以内に2回以上電話がかかってきませんでした 
か？ 

60秒以内に2回以上電話がかかってきた場合、すべて迷 
惑電話として登録できません。 

◎設定が消えてしまう（保存できない） 

— アナログ設定のページで設定を行った場合、設定値を入 
力後に[設定]ボタンをクリックして設定を保存してい 
ますか？ 


PC カード 

◎無線 LAN 力ードを使って通信できない 
— 無線 LAN カードが本製品に正しく取り付けられています 
か？ < P .72> 

— 対応していない無線 LAN 力ー ドを使用していませんか？ 
— 無線 LAN 力ードが本製品に認識されていますか？ 〈 P . 
74) 

— 本製品で無線 LAN カードを使用するための設定を、正し 
く行っていますか？ < P .75> 

— 無線 LAN カードを装着したバソコンの設定を正しく行っ 
ていますか？ 

無線 LAN カードの取扱説明書を参照して、パソコン側の 
設定を行ってください。 

— 本製品側とパソコン側で、同じ ESS ID ( SSID ) を設定 
していますか？ 〈 P .75> 

— 本製品側と無線 LAN 力ードを装着したパソコンの間に、 
障害物はありませんか？ 

本製品とパソコンの間の距離を短くして、通信できるか 
どうか試してください。 

— 無線 LAN カードを使用している場合、暗号化する際に本 
製品側とパソコン側で、同じ WEP キーを設定しています 
か？ 64 bit キーの場合は、それぞれが設定した標準キー 
に対応する 64 bit キーの内容が一致していますか？ 
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< P .76> 

— 本製品側とパソコン側で使用する無線 LAN 力ードは、 
相互接続が確認されたものを使用していますか？ 
詳しくは MN 128- S 0 H 0 ホームページ < P .162> で確 
認してください。 

◎ FOMA / PHS / モデムカードを使って通信できない 

— 本製品に対応していない FCMA / PHS / モデムカードを 
使用していませんか？ 

対応状況は「対応カードについて」 < P .85> を参照して 
ください。その他の機種で動作が確認された場合は、 
MN 128- S 0 H 〇ホームページ 〈 P .162〉 に掲載します。 
MN 128- S 0 H 0 ホームページに掲載されていない機種 
を使用した場合、動作の保証はできません。 

— FOMA / PHS / モデムカードが本製品に正しく取り付け 
られていますか？ < P .85> 

- FOMA / PHS / モデムカードが本製品に認識されていま 
すか？ < P .74> 

— 本製品で FOMA / PHS / モデムカードを使用するための 
設定を、正しく行っていますか？ < P .86> 

◎ RS -232 C シリアルポートのノ（ソコンから AT コマンドを 

入力できない 

— 本製品の RS -232 C シリアルポートにパソコンを接続す 
る場合、シリアルケープル （ D - sub 9 pin メス-メススト 
レート全結線ケーブル）が必要です。お買い求めくださ 
い0 

— パソコンの RS -232 C シリアルポートと本製品の RS - 
232 C シリアルポートが正しく接続されているか、確認 
してください。 < P .30> 

— ほかの通信ソフトを起動していませんか？ 

— 使用していない通信ソフトを終了してください。 

— 本製品を接続しているバソコンの RS -232 C シリアルポ 
一卜を、通信ソフトなどで正しく設定していますか？ 

— ターミナル画面を持つ通信ソフトを使用していますか？ 
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ルータ機能の設定を購入したときの状態に戻すには 


本製品のルータの機能を、購入したときの状態に戻します（初期化)。 
本製品の IP アドレスも、購入時の設定「192.168.0.1」に戻ります。 


^注意 

以下の操作を行うと、設定内容がすべて購入時の状態に戻ります。 
取り消すことはできませんので、ご注意ください。 


ルータ機能の設定を購入したときの状態に戻す方法は、次の4種類あります。 

(1) 初期化スイッチを使う 

(2) LAN ポートのパソコンから、設定ページを使う（暖活用ガイド初級編） 

(3) TEL ポートの電話機から設定コードを使う（暖リファレンス•八ンドブック） 

(4) RS -232 C シリアルポートのパソコンから AT コマンドを使う（隊リファレンス.ハンドブック) 


ここでは （1) の方法を解説します。 


初期化スイッチ ( INIT ) は小さな穴の内部にあります。初期化スイッチを押すときは、精密ドライバーな 
ど、先の細いもので押してください。 


本製品の電源を OFF にします。 


2 本体側面の初期化スイッチを押したまま、電源を 0 N にします。電源が 0 N になったあとも、初期化スイッ 
チは押したままにします。 


3 約10秒後、本製品前面の、 LAN と WAN を除くすべてのランプが点灯したあと、消灯するまで待ってか 
らスイッチを離します。 

本製品が初期化されます。 
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本製品のファームウエアは、不定期にバージョンアップを行っています。 
ここでは、ファームウェアのノくージヨンアツプ方法について解説します。 


本製品のファームウェアのノ（ージョンを確認するには 

設定ページを開くと、画面左側に表示されます。 



ツ-ル CP ヘルプ (H> _ 斯 

\ ' 〇 * 0 H| ^ り•メディァぞ ） 总，ィ 

:ァドレス®)盈_，ゾ/192.16 8.0.1/ v 0移助 

I.VII . 1 . M , 

旧3 

: --cpctjo- 

IB3 

1 1 I 1 I 1 1 

♦Ethernet 上で PPP によるダイヤルアッブ機能を動作させ' ADSL や CATVS 続： 
抑1ている地域 IW5 中の ISP と PPP 接続してインターネットアクセスするときは. 


了することができます • 


バージョン情報 


MN アップデータ、および最新のファームウェアを入手しましよう 


MN 128- S 0 H 0 ホームページに定期的にアクセスして、最新のファームウエアの情報を入手してください。 


MN 128- S 0 H 0 ホームページ 

株式会社ェヌ • テイ.テイェムイー： http :// www . ntt - me . co . jp / mnl 28/ 


◎ 最新のファームウェアをダウン□ー ドする必要があります。 

◎アップデートするには、 「 MN アップデータ」というソフトウェアが必要です。 MN 128- S 0 H 0 ホーム 
ページからダウン□ー ドしてください。 


ファームウェアをアップデートするには 


MN アツプデータを使用して、ファームウェアをアツプデートします。 

操作方法は、活用ガイド〜初級編「本製品をバージョンアップする」 （ PDF ファイル）で解説しています。 



A 

無線 LAN の PC 力ードを使って無線で接続しているパソコンからは、本製品のファームウエアを 
アップデートすることはできません。 
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メッセージ表示されたときや、[情報表示（接続/切断ログ)]画面にエラーが表示されているときは、下 
記を参照して対処してください。 


MN 128- S 0 H 0 ISDN 網エラー 

•[網理由表示# 6 :チャネル利用不可] 

—相手先が ISDN 回線を使用しているか確認してください。 

• [網理由表示#17 :着ユーザビジー] 

—相手先の ISDN 回線の B チャネルが空いていません。しばらく待ってから、再発信してください。 

• [網理由表示#18 :着ユーザレスポンスなし] 

—相手先が応答しません。 

[接続/相手先登録]画面の[相手先電話番号]を確認してください。 

- 相手先の端末が正しく接続されているか確認してください。 

• [網理由表示# 20 :加入者不在] 

-しばらく待ってから、再発信してください。 

—相手先が応答しません。 

接続/相手先登録]画面の[相手先電話番号]を確認してください。 

• [網理由表示# 21:通信拒否] 

-相手先に接続を拒否されました。 

相手先が着信を許可しているか確認してください。 

• [網理由表示# 27 :相手端末故障中] 

-相手先に次のことを確認してください。 

• 端末の電源を 0 N にしていますか？ 

-各機器を正しく接続していますか？ 

• [網理由表示# 28 :無効番号フォーマット（不完全番号)] 

—[接続/相手先登録]画面の[相手先電話番号]を確認してください。 

• [網理由表示# 34 :利用可回線/チャネルなし] 

— ほかの端末によって使用されているため、こちら側の ISDN 回線の B チャネルが空いていません。 
B チャネルが空いてから、再発信してください。 

籲[網理由表示# 41:一時的障害] 

—しばらく待ってから、再発信してください。496 
• [網理由表示#44 :要求回線/チャネル利用不可] 

— 相手先の旧 DN 回線の B チャネルが空いていません。相手先の B チャネルが空いてから、再発信し 
てください。 

• [網理由表示# 88 :端末属性不一致] 

—電話機やファクシミリなどが応答しました。 

[接続/相手先登録]画面の[相手先電話番号]を確認してください。 

—相手先に次のことを確認してください。 

-各機器は正しく接続していますか？ 

-各機器にサブアドレスを正しく設定していますか？ 
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MN 128- S 0 H 0 PPP ェラー 

• [PPP エラー：認証プロトコル不一致] 

— [接続/相手先登録]画面の[認証プ□トコル]([送信パスワード]の下の設定を変更して、再発 
信してください。 

• [PPP エラー：認証失敗] 

- ID またはパスワードが間違っています。 

[接続/相手先登録]画面の[送信ユーザ〇][送信パスワード]に正しい ID およびパスワードを 
設定して、再発信してください。 

—暗号化の設定が間違っています。 

本製品同士で暗号化したデータをやり取りする場合は、双方で[接続/相手先登録]画面の[暗号 
化]を「する」、[鍵配送鍵]に同じ文字列を設定して、再発信してください。 

• [PPP エラー：接続要求再送タイムアウト] 

—本製品を再起動して、再発信してください。 

• [PPP エラー：認証再送タイムアウト] 

—本製品を再起動して、再発信してください。 

• [PPP エラー：プロトコル拒否] 

—本製品を再起動して、再発信してください。 

-相手先が IP 通信をサボートしていない場合があります。 

相手先の通信プロトコルを確認してください。 

• [PPP エラー：コールバック要求失敗] 

—コールバックできません。 

[接続/相手先登録]画面の[コールバック発信]で[なし]を選択してください。 


設定ページのエラー 

• [PPP エラー：割り当て IP アドレスなし] 

— リモートアクセスを許可する場合は、[ルータ設定 ( LAN )] 画面の[リモート IP アドレス 
1/2/3/4にリモートアクセス用の IP アドレスを設定してください。 

—こちらから発信したときにこのメッセージが表示される場合は、次のことを確認してください。 

• 相手先はリモートアクセスを許可していますか？ 

•相手先を登録している[接続/相手先登録]画面の[接続モード]で[端末型接続]を選択して 
ください。 

• [PPP エラー： LCP 接続要求再送タイムアウト] 

—[接続/相手先登録]画面の[通信チャネル]を変更してください。 

• [PPP エラー： LCP 接続失敗] 

—[接続/相手先登録]画面の[通信チャネル]を変更してください。 

• [PPP エラー： CBCP 不許可] 

—コールバックできません。 

[接続/相手先登録]画面の[コールバック発信]で[なし]を選択してください。 

• [PPP エラー： IPCP 接続要求再送タイムアウト] 

—[接続/相手先登録]画面の[接続モード]を変更してください。 

• [PPP エラー： IPCP 接続失敗] 

—[接続/相手先登録]画面の[接続モード]を変更してください。 
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用語解説 


ADSL 

Asymmetric Digital Subscriber Line の略で、加入者 
電話回線を用いて数 100 kbps 〜数 Mbps の速度のデジ 
タル伝送を行う通信方式です。加入者宅から電話局へ向 
かう上りの伝送容量より、電話局から加入者宅へ向かう 
下りの伝送容量が大きく、既存の1本の加入者回線でデ 
_夕通信とアナログ通話を同時に伝送することなどがで 
ぎます。 

ADSL モデム 

ADSL を利用する場合に、サービス加入者側に設置する 
モデムです。 

CATV インターネット 

CATV (Cable Television ) 回線を使用したインターネ 
ット接続サービスです。同軸ケーブルを使った多チャン 
ネル番組放送で利用されていない周波数帯域を利用し、 
数1〇 0 kbps 〜1 0 Mbps 程度のインターネット接続環 
境を実現します。 NTT - ME では、佐野ケープルテレビ株 
式会社と協力してインターネット接続サービスを提供し 
ています。 

CATV モデム 

CATV インターネットサービスを利用する場合に、サー 
ビス加入者側に設置するモデムです。 

DMZ (DeMilitarized Zone ) 

LAN 側のネットワークとインターネットとの間に、ル 
_夕を介して設けられる区域のことです。 

インターネットに Web サ_バなどを公開することによ 
って LAN 型で接続している端末に、インターネットか 
ら不正な接続がされる可能性を減らすために、サーバを 
この区域に設定します。 

DNS (Domain Name System ) 

TCP / IP ネットワークにおける名前解決サービスのこと 
です 。 DNS (ドメイン.ネーム.システム）にしたが 
って ドメインネームサーバに コンピュータ 名やドメイン 
名を登録して、ドメインネームサービスを提供していま 
す。ドメインネームサービスを利用すると、「192. 
168.0.1」などの分かりにくい数字ではなく、分かりや 
すいドメイン名やホスト名で目的のサイトを指定するこ 
とがでぎます。 

DSU (Digital Service Unit ) 

デジタル回線に端末装置を接続するための装置です。 
ISDN 回線を使う際に必要です。 

FTTH (Fiber To The Home ) 

電話局から各家庭まで光ファイバーを引き、高速な通信 
環境を提供するサービスです。 NTT 東日本、 NTT 西日 
本によって提供されている「巳フレッツ」サービスもこ 
れに含まれます。 


IEEE 802.1 lb 

IEEE (米国電気電子学会）によって規定された規格で、 
2.4 GHz 帯の無線で最大11 Mbps の伝送を行います。 

IEEE 802.1 lg 

IEEE (米国電気電子学会）によって規定された規格で、 
2.4 GHz 帯の無線で最大 54 Mbps の伝送を行います。 
IEEE 802.1 lb の約5倍の伝送速度をサボートします。 

INS ネット64 

NTT が1988年にサービスを開始した日本版 ISDN 方 
式の回線サービスの名称です。1契約回線でデータ用の 
巳チャネル 64 kbps が2本と、制御用の D チャネル 
16 kbps が1本提供されます。2本の巳チャネルは同時 
に使用できるため、データ通信とアナログ通信（電話や 
ファックスの利用）を同時に行うことができます。 
インターネット接続などでは、 64 kbps (同期式）/ 
38.4 kbps (非同期式）の通信速度のデータ通信ができ、 
巳チャネルを2本束ねた MP 通信では1 28 kbps でのデ 
一夕通信が可能です。 

ISDN (Intergrated Service Digital Network ) 

「総合デジタル通信網」と呼ばれるサービス体系の総称 
で、デジタル化された情報を伝送する通信方式の国際規 
格です。電話、ファクシミリ、テレックス、データ通信、 
ビデオテックス網を統合化した、高速•多重 • 大容量デ 
ジタル通信網を提供します。日本では、 NTT が INS ネ 
ット64、 INS ネット15◦◦というサービスを 、 KDD 
が国内および国際 ISDN サービスを提供しています。 

MP (PPP Multilink Protocol ) 

ISDN 回線で高速通信を実現する方法の1つで、複数の 
チャネルを使用して PPP 通信する方式のことです。 
INS ネット64の2つの巳チャネルを同時に接続する 
と、 128 kbps の通信速度が可能になります。 

MP でプ□バイダに接続するためには、プ□バイダ側が 
MP に対応している必要があります。 

PPP (Point to Point Protocol ) 

遠隔地にある 2 点間でパケットを送受信するために設計 
された WAN 用のプ□トコルで、インターネットに接続 
するための代表的なプ□トコル。パケットにはプ□トコ 
ルを示すフィールドがあるので、 TCP / IP や IPX 、 
AppleTalk など、複数のプロトコルを同時にサボートで 
ぎます。 

PPPoE (PPP over Ethernet ) 

PPP フレームを直接 Ethernet 上に マッ ビングして転送 
するプロトコルです 。 IETF RFC 2516 で規定されてい 
ます。 
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PPPoE マルチセッション 

1回線上で、同時に複数の PPPoE 接続を可能にする機 
能です。 

SSID (Service Set Identifier ) 

端末が接続先の無線アクセスポイントを指定する ID で 
す。同じ SSID を持つ機器同士のみ接続できます。 

Super G 

米アセ□ス • コミュニケーションズ社の開発した、無線 
LAN のスループットを向上させる技術です。同社の独自 
技術である「バーストパケット転送」「動的な転送最適化」 
「データ圧縮機能」を組み合わせることで、実効スルー 
プットを向上しています。 

VPN (Virtual Private Network ) 

インターネットを利用して論理的なグループを構成し、 
そのグループ間でセキュリティを保つ仕組みを設けたネ 
ットワークのことです。 VPN によって、特定のユーザ間 
を専用回線のように結ぶことができます。 


光回線終端装置 

光ファイバーによるインターネットを利用する場合に、 
サービス加入者側に設置する装置です。 

ファー ムウ ェア 

ハードウェアを動作させるプログラムです。 MN 128- 
SOH ◦ホームページからダウン□ー ドできます。 

ブロードパンド 

xDSL CATV 、 光ファイバーなど、帯域幅が広く転送能 
力が高い通信方式の総称です。 

リモートアクセス 

公衆電話回線などを使用して、遠隔地のパソコンから 
LAN などのネットワークに接続することです。データ共 
有、プリンタ共有など LAN の資源を使用することができ 
ます。 


WEP (Wired Equivalent Privacy ) 

無線 LAN の国際規格の EEE 802 .1 1で決められている 
暗号化技術です。アクセスポイントと端末の両方で、同 
じ文字列からなる「キー」を設定し、キーを元にデータ 
の暗号化や複号化が行われます。 


WPA ( Wi-Fi Protected Access ) -PSK (Pre 
Shared Key ) 

WPA とは、無線 LAN の業界団体によって発表された、 
無線 LAN の暗号化方式です。認証機能を持ち、暗号鍵を 
—定時間毎に自動更新できるなど、従来の WEP よりもセ 
キュリティが向上しています。 WPA の認証に PSK を使 
用する方式が、 WPA - PSK と呼ばれます。 



WWW (World Wide Web ) 

インターネット上に分散しているファイルやサービスな 
どの、コンピュータに存在する情報を参照 • 検索できる 
仕組みのことです。この仕組みを利用すると、世界中に 
点在しているテキスト、音、画像などの情報を共有する 
ことができます。 

Web ブラウザソフト 

ホームページを閲覧したり、 WWW サーバを検索したり 
するためのソフトウェアです。マイクロソフト社の 
「Internet Explorer 」、 ネツトスケープ • コミュニケーシ 
ヨンズ社の 「Netscape Navigator 」 は、代表的な製品 
です。 


端末型ダイヤルアップ接続 

1台のパソコンでインターネットを利用するための契約 
です。この契約をしたときはプロバイダに接続したと 
きに、そのパソコンの IP アドレスが割り当てられます。 
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お問い合わせ先 


■メンテナンスサービスについて 


• 本製品に含まれるソフトウェアが保存されている媒体に欠陥があった場合、お買い上げの販売代理店 
または小売店に返却してください。無償にて新品と交換いたします。なお、欠陥品送付にともなう送 
料は、送り主負担とさせていただきます。 

•本製品に含まれる八ードウェアが購入後、1年間に通常のご使用において故障した場合、これを保証 
します。故障品に保証書を添えて、お買い上げの販売代理店または小売店に返却してください。無償 
にて修理いたします。なお、修理品送付にともなう送料は、送り主負担とさせていただきます。ただ 
し、保証期間内であっても、事故、誤用、乱用、操作ミスによって破損した場合、有償となることが 
ございます。 

■お問い合わせ先 

本製品について技術的なご質問、または製品のアップグレードに関するご質問は、お買い上げの販売代 
理店、小売店、または MN テクニカルセンタまでお問い合わせください。 


MN テクニカルセンタ 

TEL : 0570-055-128 (NTT -般電話、携帯電話用） 

03-5550-8420 ( PHS 、 および NTT 以外の電話用) 
FAX : 0570 -056- 128 

※9:40〜17:50 (土 •日•休日 • 年末年始は除く） 

※ FAX は24時間受け付けております。 


■ホームページのご案内 

株式会社エヌ•ティ•ティエムイーのホームページで、製品のサボート情報、活用ガイド、最新の 
ファームウェア、アプリケーションなどを提供しておりますので、ご活用ください。 

MN 128- SOHO ホームページ 

◎株式会社 エヌ•ティ•ティエムイー 「 MN 128 Information 」 
http :// www . ntt - me . co . jp/mn 128/ 
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八ードウェア仕様 
◎ WAN インタフェース部 

適用回線 ADSL CATV、FTTH (光ファイバー)※ 

ポート数 1ポート 

コネクタ形状 8ピンモジュラージャック （ RJ 45) 

物理インタフェース IEEE 802_3(1 OBase - T ) 

IEEE 802.3 u ( lOOBase - TX ) 
通信速度 10 /I 00 Mbps (自動設定） 

全二重/半二重 全二重/半二重（自動判別） 

MDI / MDI-X 自動判別 

(スト レー ト/ 

クロスケープル） 

※適用回線に合わせて、 ADSL モデム、 CATV モデム、光回線終 
端装置等が必要 

◎ LAN インタフェース部 

ポート数 4 (スイッチング八ブ） 

コネクタ形状 8ピンモジュラージャック （ RJ 45) 

物理インタフェース EEE 802.3 (10 BASE - T ) 

IEEE 802.3 u ( lOOBase - TX ) 
通信速度 10 /I 00 Mbps (自動設定） 

全二重/半二重 全二重/半二重（自動判別） 

MDI / MDI-X 自動判別 

(スト レー ト/ 

クロスケープル） 

◎ ISDN インタフェース部 

適用回線 INS ネット64,高速デジタル専用線 

(64 kbit / s , 1 28 kbit / s ) 

適用サービス B チャネル回線交換、 D チャネルパケ 

ット交換 

インタフェース形態 P - MP 常時 

B チャネル通信速度非同期 32( PIAFS )/64( PIAFS ) 
Kbps 

同期64/1 28 Kbps 

◎ ISDN インタフェース （ U 点）部 

ポート数 1(スイッチで切離し可能） 

コネクタ形状 6ピンモジュラージャック （ RJ 11) 

伝送方式 2線時分割方式 JT - G .961 準拠 

極性反転 自動判別 

DSU 折り返し機能あり 

◎ ISDN インタフェース （ S / T 点）部 

ポー ト数 1 

コネクタ形状 8ピンモジュラージャック （ RJ 45) 

伝送方式 4線 AMI 符号 ITU-T 1.430準拠 

給電 あり （ DSU 使用時） 

終端抵抗 内蔵、スイッチによって切り替え可能 


◎シリアルインタフェース部 

ポ _ 卜数 1 

機械的仕様 D - SUB -9 コネクタ （ D - sub 9 pin メ 

ス-メスストレート全結線ケーブル使 
用） 

電気的仕様 RS -232 C 準拠 

接続制御手順 Hayes 互換 AT コマンド X .28 

( D チャネルバケット時） 

シリアル通信速度 9.6/19.2/38.4/57.6/1 15.2 kbps 

◎アナ□グインタフ ェース 部 

ポー ト数 2 

コネクタ形状 6ピンモジュラージャック （ RJ 11) 

電気的仕様 2線式アナ□グインタフェース 

給電電圧 約- 48 V (無負荷時） 

発信手順 押しボタンダイヤル ( PB ) 

ブランチ接続 動作保証外 

◎ PC カードス□ット部 

スロット数 1 

仕様 PC Card Standard release 8.0、 

PCMCIA Standard , release 2.1 
(PCMCIA TYPE II , CardBus 
Typell ) 

対応カード • 無線 LAN 力ード 

NTT-ME : MN SS-LAN Card 11 
HQ - R、MN SS-LAN Card 11 HQ 、 
MN - WLC 54 g 、 MN - WLC 54 g-HQ 
• モデムカード 

OMR 〇 N : VIAGGIO ME 5614 CG 2 
1-0 DATA : PCML -560 EL 

• PHS 力ード 

NTT DoCoMo : P-in Free 1 P , P - 
in Free 1 S , P-in m @ ster , P-in 
memory , P-in comp@ct (NTT 
DoCoMo ) 

DDI POCKET : AH - N 401 C 
( NEC ), AH - H 403 C (HONDA 
ELECTRON ), CH - S 202 C/TD 
(Sll) 

• FOMA PC 力ード型端末 

FOMA P 2401 , FOMA F 2402, 
FOMA P 2402 (NTT DoCoMo ) 


164 




◎シリアル（シリアルポート) 


未使用 2未使用 

L 2 4 L 1 

未使用 6未使用 


未使用 2未使用 

送信 ( TA ) 4受信 ( RA ) 
受信 ( RB ) 6送信 ( TB ) 
未使用 8未使用 


未使用 2未使用 

L 2 ( NOR 時）' LI ( REV 時) 


©ISDN U 




5 GND 6 DTR 

7 CTS 8 RTS 

9 Rl 

©TEL 1/2 (TEL ポート) 


11111 1!J 

/77 \"^\ 

654321 



m 


ユーザインタフェース 

状態表示 LED 

13個 

( POWER / MAIL / DATA/B 1 / B 2/ 
TEL 1 / TEL 2/ WAN / PPP 0 E / LAN 1 / 
LAN 2/ LAN 3/ LAN 4) 

スイッチ 

終端抵抗切替スイッチ （TERM 
ON / OFF ) 

DSU スイッチ （DSU ON / OFF ) 

初期化スイッチ (INIT ON / OFF ) 

電源スイッチ （POWER ON / OFF ) 

その他 

使用電源 

AC 1 00 V ± 1 0% (50/60 HZ ) 

アース端子あり 

消費電力 

15 W 以下 

停電バックアップ 

単3電池6本、 TEL ポート1のみ使用 
可、待ち受け時間3時間、連続通話時 
間2時間（周囲気温25 ° C の場合）* 

環境条件 

温度10〜50 ° C 、 湿度2◦〜70% 
(ただし結露しないこと） 

電波障害防止 

VCCI クラス巳 

外形寸法 

60( W)x 1 92( D ) x 250( H ) mm 

重量 

約 1 kg (乾電池を除く） 


※ 停電時の動作時間は、電池の使用状況、種類、周辺温度、使用 
環境などによって異なります。 


機能仕様 

◎ルータ部 （LAN ポート） 

WAN インタフェースのみ 
PPPoE クライアント機能 

PPPoE マルチセッション（最大4セツション同時接続) 
PPPoE セッションキープアライブ 
MTU 値調整（自動調整/手動調整） 

MSS 値調整（手動調整） 

DHCP クライアント 
PPP 接続（自動/手動） 



5未使用 6未使用 

1 | 

コネクタ仕様 

©ISDN S/T 

1 1 


◎ WAN/LAN 



87654321 


1 

送信 (+) 

达信（― ） 

受信 (+) 

受信(一) 

2 

送信( _ ) 

送信 (+) 

受信(一） 

受信 (+) 

3 

受信 (+) 

受信 ㈠ 

送信 (+) 

送信卜） 

4 

未使用 




5 

未使用 




6 

受信 ㈠ 

受信 (+) 

送信(― ） 

送信 (+) 

7 

未使用 




8 

未使用 





※送受、正負極は自動判別。 


13 5 


13 5 7 


13 
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PPP 切断 

PPP 認証（自動/ PAP / CHAP / MS - CHAPv 2/ なし） 
PPP 自動接続制限（最大接続時間、接続回数制限、料 
金制限） 

IP Unnumbered (複数固定グローバル IP アドレス対応） 
DHCP サーバ搭載 （253 件） 

DHCP スタティック機能 
ルーティング対象プ□トコル ： IP 
ルーティングプロトコル ： RIP 
ソース ルーティング機能 
AutoDNS ™ (DNS 代理応答） 

簡易 DNS サーバ機能 

VPN ノ V ° スス J レー ( PPTP , L 2 TP , IPsec ) 

DMZ ホスト(静的 NAT 以外のすべてのアクセスを特定 
ホストに転送） 

UPnP(Windows / MSN Messenger 対応）：最大4 
ューザ 

UPnP NAT 情報自動消去 
メール 着信通知 
メール 転送 
時刻修正機能 
ISDN 固有 

スケジュール（テレホーダイ対応） 

MP 対応 
巳 ACP 対応 
リソース BOD 機能 
スルー プット BOD 機能 

PIAFS 対応： 32 kbps / 64 kbps 固定(ギャランテ 
ィー方式 、 PIAFS Ve 「_2_0 準拠）/ 64 kbps 可変(ベ 
ストエフオート方式 、 PIAFS Ve 「_2_ l 準拠） 

リ モー トアクセスサーバ 

コールバック機能：無課金（独自方式 )、 Windows 
互換 ( CBCP )、 強制コールバック 
グローバル/サブアドレス着信 
専用線 （ OCN エコノミー） 

相手先識別着信（発番号による識別着信） 
セキュリティ 

NAT (アドレス変換）静的32件/動的/4096セッ 

ション 

NAPT ( IP マスカレード）静的32件/動的 ( NAT と共 
用)/4096セッション 
IP バケットフィルタ（静的64件） 

VPN (PPTP サーバ /クライアント） 

PPP 暗号化 （ MPPE 暗号化、独自暗号化） 

ステートフル • パケット • インスペクション 
ステルスモード （ WAN からの ping に応答しない、 
ICMP エラーを返さない、 TCP リセットを返さない） 
管理者設定(設定ページにアクセスするための管理者） 
※ルータ機能を使用するには、ご利用のパソコンに LAN 
ボード（力ード）または無線 LAN カードが必要です。 
別途ご用意ください。 


◎アナログ部 （ TEL ポート） 

時間差優先着信 
発信者番号通知 
音量調節 

通信中着信通知（リソース B 0 D 、 ただしルータ機能で 
通信中のみ） 

内線通話/転送 
通話中発信 
i -ナンバー対応 
L モード対応 
モデムダイヤルイン 
サイレント FAX 
INS マジックボックス 
INS ナンバー • ディスプレイ 
INS キャッチホン • ディスプレイ 
INS ネ_ム • ディスプレイ 
INS ボイスワ_プ • セレクト 
INS なりわけサービス 
ダイヤルイン 

INS 迷惑賺話おことわりサービス 

フレックスホン（キャッチホン、三者通話、通信中転送、 

着信転送） 

グローバル着信 

サブアドレス識別 

サブアドレスグローバル着信 

擬似着信転送（「転送中」アナウンスなし） 

擬似キャッチホン 
擬似三者通話（通話中発信） 

停電時バックアップ（アナログポート1のみ） 

ダイヤル桁間タイマー 

機能ボタン設定 

発信時のポート接続機器の設定 

◎ PC カード部 

無線 LAN 
SSID 

無線ステルス 

WEP (64/1 28/1 52 bit ) および WPA - PSK あり（た 
だし無線力ードの仕様による） 

無線端末限定 （ MAC アドレスによる） 

Super G 

※無線 LAN を使用するには、対応無線 LAN 力ー ドが必要です。 
別途ご用意ください。 

モデム/ PHS / F 0 MA の PC 力ードに対応 
※対応しているモデム/ PHS / F 0 MA の PC 力ードのみ使用でき 
ます。対応 PC 力ードは別途ご用意ください。 

◎ TA 部 （ RS -232 C シ U アルポート） 

同期 PPP / MP 機能 

PIAFS : 32 kbps / 64 kbps 固定(ギャランティー方 
式 、 PIAFS Ve 「_2.0 準拠）/ 64 kbps 可変(ベストエフ 
才一卜方式 、 PIAFS Ver .2.1 準拠） 

D チャネルパケット通信機能 
フロー制御(八ードウエアフロー制御のみ） 
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製品お問い合わせ用紙 

トラブルなどが発生した場合は、このページをコピーして必要事項をご記入の上 MN テクニカルセンタ < P .162> まで FAX してください。 


ユーザ 情報 

ふりがな 

電話番号 

氏名 

FAX 番号 

連絡先 

製品情報 

製品名 MN 128- S 0 H 0 IB 3 

ファームウエアパージョン 

Ve 「_ 


購入日 

年月日 

製造番号 

使用パソコン情報 

メーカ名 [ 

] 

機種名 [ 


] 

〇 S [ Windows ( 98 SE / Me 

/ XP / 2000 ) • MacOS ] OS パージョン [ 

] 

本製品を接続しているポート 

[LAN (内蔵/増設 ) 

. シリアル • PC 力ードス□ット] 


使用ソフトウェア情報 

使用ソフト名 [ 

] 

使用ソフトパ'—ジョン [ 


] 

使用 INF ファイル名（使用している場合） [ 

] 



接続情報 

接続先 [ NTT 東日本 - NTT 西日本 { B フレッツ （ タイプ)、フレッツ - ADSL 1 

その他 （ ）• アクセスサ_バ • ルータ•他 （ 

• Yahoo ! 巳巳- 
)] 

回線速度 [同期 （ Kbps ) • 

PIAFS ( Kbps ). 専用線 （ Kbps ) - FTTH 

• ADSL • 

CATV ] 

PC カードス □ッ ト情報 

PC 力ード [なし • あり] 

メーカ名 [ 

] 機種名！； 


] 

ネットワーク情報 [Ether 使用 • 不使用 

] 


IP アドレス [ 

] 

サブネツトマスク [ 


] 

ゲートウェイアドレス [ 

] 

デフオルトルータアドレス [ 


] 

プリンタ [なし.あり] 

メーカ名 [ 

] 機種名 [ 


] 

他ルータ [なし.あり] 

メーカ名 [ 

] 機種名 [ 


] 

ISDN 回線契約情報 

ISDN 回線種別 [ INS ネット64 

• 専用線 （ )1 

フレッツ • ISDN [ なし • 

あり ] 


フレックスホン [ キヤッチホン（コールウェイティング: 

> • 三者通話 • 通信中転送 

• 着信転送 

: ] 

ダイヤルインサービス [なし 

• あり ] 

グローバル着信 [あり . 

纟「丨 ※ダイヤルインサービスを契 

冰し 」 約している場合のみ 

レナンバー [ なし 

• あり ] 

マジックボックス [なし - 

あり ] 


D チャネルバケツト通信接続方法 

[なし•あり （ VC/PVC )] 



TEL ポート情報 

TEL 1 [なし • あり] 

メーカ名 [ 

] 機種名 [ 


] 

TEL 2 [なし • あり] 

メーカ名 [ 

] 機種名 [ 


] 

症状 


※エラーが出ている場合はエラー番号、メッセージも記入してください。 

※ LAN ポートからご使用の方は、設定ページの内容を別途添付してください。 

※ RS -232 C シリアルポートからご使用の方は、 AT ¥ S 、 AT % R 、 AT @ C コマンドで表示される内容を別途添付してください。 
※接続機器構成図を別途添付してください。 























